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2 月上旬 受講生・ＴＡ募集開始 

2月 18 日（火） ＤＰ事前説明会 

4月 2日（木） ＤＰ・関係者 全体相談会 

4月 6日（月） 
研究インターンシップ・イノベーション体験プロジェクト 

合同ガイダンス 

4月 8日（水） テーマ説明会 

4月 10 日（金） 受講生・ＴＡ募集締切 

4月 13 日（月） チーム編成 

4月 15 日（水） 

～7月29 日（水） 

講義期間（テーマ説明会・発表会を含めて 75時間） 

原則水曜午後 チーム内調整により日時、期間を変更 

5月 27 日（水） 中間報告会（遠隔方式，サブテーマ紹介と進捗状況報告） 

8月 5日（水） 成果発表会（遠隔方式） 

8月 10 日（月） 受講生・ＴＡアンケート締切 

8月 18 日（火） 成績締切（ＤＰà 教務課） 

8月 31 日（月） ＤＰ・ＴＡ報告書締切 

9月 18 日（金） 総括会合 

�



2020年度プロジェクトテーマ

Aチーム：DP 伊藤正也（日本特殊陶業） 未来のセンサを提案しよう！

Bチーム：DP 北野哲司（東邦ガス） IoTネットワーク「Sigfox」を活用し，生活を「楽しく」「便利で」「快適に」

Cチーム：DP 櫻場一郎（中部電力） SDGsでのエネルギーとヒートポンプ

Dチーム：DP 白井良成（NTT） AIを活用したコミュニケーション支援サービスのデザイン

Eチーム：DP 和田学（日本製鉄） 鉄鋼副生成物とミドリムシを用いた地球環境問題解決プロジェクトの開発

Fチーム：DP 吉田佳史（デンソー） デザイン思考による企画開発プロジェクトの実践

大学院総合工学科目

イノベーション体験プロジェクト
（旧 高度総合工学創造実験）

2020年度 受講生・ＴＡ募集

企業の技術者
による指導

【開講期間】
2020年度春学期４～７月（原則水曜午後全75時間）
【受講生】
対象：本学工学研究科および単位互換制度のある
大学・研究科の前期課程学生，本学工学部４年生
単位：総合工学科目４単位（学部生は大学院進学後認定）
募集定員：各テーマ６名程度
【ＴＡ】
対象：大学院博士後期課程学生または過去に「高度
総合工学創造実験」を履修した前期課程学生（原則）
単位：(後期課程学生のみ) 総合工学科目
「実験指導体験学習１」１単位
【募集締切】 4月10日(金) 12時
＊テーマ説明会：4月8日(水) 13:00 ESホール

（受講希望者は参加必須）
＊第１回目授業：4月15日(水) （延期の可能性あり）
<お申込み・お問合せ＞
申込用紙は創造工学センターHPから àà
https://creator.cplaza.engg.nagoya-u.ac.jp

Web申込みはこちら àà
https://forms.gle/jH4ofiPWuif48vd37

創造工学センター 052-789-4553
frontdesk@cplaza.engg.nagoya-u.ac.jp

答のないテーマに対して議論し，
各自のスキルを活かしてより良い
ものを求める．４ヶ月で学んだこ
とは非常に多い．

自分の専門外について様々な角度
から切り込むことができる有意義
な時間だった．

テーマに果敢に取り組む主体性を
身につけました．今後の学業にも
社会に出てからも生かされると思
います．

面白くて就活にも生きる授業．

DPの指導はとても親切で，毎回
着実に理解を深めました．

企業の技術開発の一端を体験する
ことができ，一生モノの経験です．

ビジネスマネ
ジメント体験

受講生アンケートより

課題の発⾒か
ら始まる実験

専攻を超えた
チーム作り

総合⼯学科⽬
４単位

毎週水曜日が待ち遠しかった．
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2020 年度 イノベーション体験プロジェクト 受講生 募集要項 
 

2020 年度工学研究科総合工学科目の「イノベーション体験プロジェクト」（旧 高度総合工学創造実験）

が別紙のように開講されますので，受講生を募集いたします． 

 

（１）イノベーション体験プロジェクトとは 

l 実社会で活躍する技術者・研究者（DP: Directing Professor）のもとでの自主的創造的プロジェクト 

l 異分野の受講生からなるチームによる，課題発見・計画立案・実行，および成果発表 

（２）募集対象 

l 名古屋大学大学院工学研究科および単位互換制度のある大学，研究科の大学院博士前期課程学生，名古

屋大学工学部４年生 

（３）実施期間・時間・場所 

l 開講期間：2020 年度 春学期 

l 成果発表会：8 月 5 日(水) 

l スケジュール：原則として水曜午後 3，4，5 限．それ以外の場合は各チームで調整 

l 実施場所：創造工学センター（IB 館北棟 10 階）または DP の指定する場所 

（４）プロジェクトテーマ：受講申込書（次頁）を参照．4 月 8 日（水）13 時より ES ホールでテーマ説

明会を行うので，受講希望者は参加してください． 

（５）募集定員： 各テーマ 6 名程度 

（６）単位について 

l 名古屋大学工学研究科受講生：総合工学科目「イノベーション体験プロジェクト」４単位（工学部学生

は大学院進学後単位認定） 

l 他大学，他研究科受講生：所属研究科教務課にて確認のこと． 

（７）申込みは以下のいずれかでお願いします． 

1.ウエブ申込み 2. メール送信で申込み 3. 申込み用紙を持込む 

https://forms.gle/jH4ofiPWuif48vd37 
 

左記QRコード（創造工学センター

HP）から申込書をダウンロード，ま

たは裏面の申込書に入力後，下記宛

お送りください． 
frontdesk@cplaza.engg.nagoya-u.ac.jp 

創造工学センターHP： 
https://creator.cplaza.engg.nagoya-u.ac.jp/creative 

裏面の申込書に記入の

上，創造工学センター

（IB 北棟 10 階， 789-

4553），または工学部教

務課（IB中棟２階 789−

3978）に直接ご提出く

ださい． 

（８）募集締め切り：2020 年 4 月 10 日（金）12:00 必着 

（９）開講までの主な日程（新型コロナウィルス感染対策により変更する可能性があります） 

 
     4/6       4/8       4/10   4/13    4/15 
    （月）      （水）      （金）   （月）   （水） 
 

 

 

 

 

 

 

（10）その他 

受講にあたっては、学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険加入の確認をします. 

12:00 

募集締め切り 

9:30-11:00 @ IB 大講義

室 

研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

体験ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ（概

要説明） 

 

13:00 @ ES ホール 

希望者向テーマ説明会 

15:00 @創造工学ｾﾝﾀｰ 

仮チーム編成 

13:00- 

授業開始 

チ ー ム 編 成

決定 
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2020 年度イノベーション体験プロジェクト 受講申込書 
メール提出先：frontdesk@cplaza.engg.nagoya-u.ac.jp 

注意）連絡は主に電子メールで行われます．アドレスは明確に書いてください． 

留学生はテーマによっては一部受講を制限される場合があります． 

 
 

希望するテーマの希望順位を少なくとも３位まで記入してください． 
また，4/8（水）13:00〜 テーマ説明会に出席してください．仮チーム編成を行います． 

 

 

 

希望の動機・抱負などがあれば記入してください． 

 

注意）4/8 テーマ説明会後に仮チーム編成を行いますが，正式なチーム確定は 4/10 の募集締切り後となります．特

定のテーマの希望者が定員を超えた場合や同一専攻の学生のみとなった場合はチーム編成を調整することがあります． 

  

ふりがな 

氏名 

学年 

 

研究科 

専攻/学科 

内線番号: 

携帯番号: 

（留学生の場合，国

籍） 

 

学生番号 

 

分野 

研究室 

メールアドレス 

 

希望 

順位 
チーム名 プロジェクトテーマ DP 

 A 未来のセンサを提案しよう！ 
日本特殊陶業(株) 

伊藤正也 

 B 
IoTネットワーク「Sigfox」を活用し、 

生活を「楽しく」「便利で」「快適に」 

東邦ガス(株) 

北野哲司 

 C SDGｓでのエネルギーとヒートポンプ 
中部電力(株) 

櫻場一郎 

 D 
AI を活用したコミュニケーション支援サービスの 

デザイン 

ＮＴＴ(株) 

白井良成 

 E 
鉄鋼副生成物とミドリムシを用いた 

地球環境問題解決プロジェクトの開発 

日本製鉄(株) 

和田学 

 F デザイン思考による企画開発プロジェクトの実践 
(株)デンソー 

吉田佳史 
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2020 年度 イノベーション体験プロジェクト ＴＡ 募集要項 

 

2020 年度工学研究科総合工学科目の「イノベーション体験プロジェクト」（旧 高度総合工学創造実

験）が別紙のように開講されますので，ティーチングアシスタント（Teaching Assistant: TA）を募

集いたします． 

（１）イノベーション体験プロジェクトとは 

l 実社会で活躍する技術者・研究者（DP: Directing Professor）のもとでの自主的創造的プロジェクト 

l 異分野の受講生からなるチームによる，課題発見・計画立案・実行，および成果発表 

（２）TAの役割 

l 様々な専攻分野の受講生に対するプロジェクト・テーマやプロジェクト内容の理解の手助け 

l 受講生の意見をまとめ，プロジェクトの目的・方法を明確にさせる（リーダーシップの発揮） 

l DP と受講生のインターフェース（自分の専門に近いテーマを選んでください） 

l 学外での活動にかかわる予約，機材の調達などのマネージメント 

（３）メリット 

l プロジェクト運営の模擬体験ができる． 

l 実社会人の指導により，ビジネス・マネジメントの経験ができる． 

l 規定の TA給与が支払われる（75 時間） 

l 工学研究科博士後期課程学生には総合工学科目「実験指導体験学習１」１単位が与えられる． 

（４）募集対象 

l 大学院博士後期課程学生，または原則として当実験を履修した前期課程学生 

（５）実施期間・時間・場所 

l 開講期間：2020 年度 春学期 

l 成果発表会：8 月 5 日(水) 

l 実験スケジュール：原則として水曜午後 3，4，5 限．それ以外の場合は各チームで調整 

l 実施場所：創造工学センター（IB 館北棟 10 階）または DP の指定する場所 

（６）プロジェクトテーマ：次ページを参照のこと． 

（７）申込み，問合わせ先 

名古屋大学工学研究科教務課入学試験係（789-3978） 

または創造工学センター（IB10 階 789-5378，-4553） 

メール添付での申込み先 frontdesk@cplaza.engg.nagoya-u.ac.jp 

詳細，申込書は創造工学センターホームページでも入手できます．---------à 

https://creator.cplaza.engg.nagoya-u.ac.jp/creative/ 

（８）募集締め切り：2020 年 4 月 10 日（金）12:00 必着 

（９）開講までの主な日程（新型コロナウィルス感染対策により変更する可能性があります） 

 
     4/6       4/8        4/10   4/13    4/15 
    （月）      （水）       （金）   （月）   （水） 
 

 

 

 

 

 

（10）その他 

受講にあたっては、学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険加入の確認をします. 

12:00 

募集締め切り 

TA 業務説明 

9:30-11:30 @ IB 大講義

室 

研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

体験ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ（概

要説明） 

13:00 @ ES ホール 

希望者向テーマ説明会 

15:00 @創造工学ｾﾝﾀｰ 

仮チーム編成 

13:00- 

授業開始 

チ ー ム 編 成

決定 
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プロジェクトテーマ、DP および TAへの希望 

記号 プロジェクトテーマ DP TAへの希望 

A 未来のセンサを提案しよう！ 

日本特殊陶業

(株) 

伊藤正也 

2019年度「高度総合工学創造実験」受講経

験者を希望します． 

B 

IoTネットワーク「Sigfox」

を活用し、生活を「楽しく」

「便利で」「快適に」 

東邦ガス(株) 

北野哲司 

2019年度「高度総合工学創造実験」受講経

験者を希望します． 

C 
SDGｓでのエネルギーとヒー

トポンプ 

中部電力(株) 

櫻場一郎 

機械・電気の計測に違和感のない人を希望しま

す． 

D 
AI を活用したコミュニケーシ

ョン支援サービスのデザイン 

ＮＴＴ(株) 

白井良成 

2019年度「高度総合工学創造実験」受講経験

者で，できればプログラミング経験がある方を

希望します． 

E 

鉄鋼副生成物とミドリムシを

用いた地球環境問題解決プロ

ジェクトの開発 

日本製鉄(株) 

和田学 

専門は問いません．境界領域や異分野工学の交

流に関心のある方，基礎研究からの応用技術創

出に関心のある方をお待ちしております． 

F 
デザイン思考による企画開発

プロジェクトの実践 

(株)デンソー 

吉田佳史 

2019年度「高度総合工学創造実験」受講経験

者，または新しいことに感度のある方を希望し

ます． 

 

 

——————————————  切り取り線    ————————————— 

 
 
 

2020 年度イノベーション体験プロジェクト ＴＡ 申込書 

 

 記号 DP 

第１希望   

第２希望   

注意）連絡は主に電子メールで行われます．アドレスは明確に書いてください． 

ふりがな 

氏名 

学年 

 

 研究科 

専攻 

内線番号: 

携帯番号: 

（留学生の場合，国籍） 

 

学生番号 

 

分野 

研究室 

メールアドレス 
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2020 年度 イノベーション体験プロジェクト テーマと概要 

チーム      プロジェクトテーマ                                        Directing Professor 

A    未来のセンサを提案しよう！                                     日本特殊陶業（株）  伊藤正也 

今や，スマホで位置情報を知り，指紋認証や顔認証など様々なセンシングデバイスが提案利用され，我々の日常の暮らし

に役立っています．そして，センサが人の状態をモニターし，アプリで本人や主治医に知らせる．AI が診断を支援し，ロボットが

手術を行う．病気はアプリで予防や治療を行う．この様な時代が将来実現するのでしょう． 

本講義では，現在利用されているセンシング技術を理解するとともに，世の中の動向やニーズを調べます．その後，未来に

使われるセンサを予想し，試作実演を試みます．未来に役立つセンサを一緒に考え提案しましょう． 

B    IoT ネットワーク「Sigfox」を活用し、生活を「楽しく」「便利で」「快適に」     東邦ガス（株）  北野哲司 

IoT とは，様々なモノがネットワークに繋がること．既に，カメラ，照明，スピーカー，掃除機，エアコンなど，IoT を謳った製品・サ

ービスが登場しており，IoT が当たり前な世界がもうすぐそこに迫っています．どんなモノをつなげたら，皆さんの生活がより楽し

く，便利で，快適になりますか？ 

「えっ！こんなモノまでつながるの！？」「つなげてみたら意外とおもしろい！」という IoT アイデアを創造していきます． 

IoT 専用の通信ネットワーク Sigfox を使います．LPWA（Low Power Wide Area /省電力広域無線技術）という通信規格の

ひとつで，非常に容量が小さなデータ（1 回 12バイト）を長い距離に伝送することができ．消費電力が少ないのが特長です． 

社会インフラ，設備，環境，物流，暮らし，農業など幅広い分野で実用化の段階に入っています．どんなモノを繋げたら将来の、またはちょ

っと先の未来の世界が，もっと楽しく便利で快適になりますか？皆さんと一緒に創造し，試してみましょう． 

C    SDGｓでのエネルギーとヒートポンプ                                 中部電力（株）  櫻場一郎 

エネルギーはライフラインの一部とされ，現在の日常生活に欠かせません．世界の行動指標として 2015 年 9 月の国連サミットで採択された

SDGs を確実に進捗させていくためにも安定したエネルギー供給は必須です．しかし，SDGs の特定項目のエネルギーに対す

る最適解を考えると他項目では矛盾する答えが導かれます．そのため，エネルギーには経済・環境・安定性などを高次元で

バランスさせることが求められています． 

このプロジェクトでは，エネルギー問題に対する理解を深め，SDGs を進捗させるために必要な対策を議論して，解決策として

のヒートポンプの可能性を検討します．まずは発電所の見学などで現状のエネルギー供給システムを理解します．次にエネル

ギー高効率利用手段としてヒートポンプの環境問題への課題と現状を理解したうえで，特性把握試験を通じてヒートポンプの可能性を検

討します．以上からエネルギーの供給面，利用面の両方から SDGs を実現するための方策を検討します． 

D    AI を活用したコミュニケーション支援サービスのデザイン                   ＮＴＴ（株）  白井良成 

本プロジェクトでは，AI と人が共に支えあいながら持続発展するサービスを皆さんと検討したいと思います．深層学習を実装

するためのライブラリやフレームワークの整備が進み AI導入の敷居は大きく下がりましたが，導入後の維持管理は大きな課

題の一つです．移り変わっていく環境内で AI が適切に動作し続けるためには，人間が AI の出力に対してフィードバックを与

え AI を継続的に教育する，といったことが必要となるでしょう．様々なサービスが AI により自動化されていく一方で，このよう

な，AI が導入されたサービスを維持発展させるための人間の役割にも注目が集まっています．プロジェクトでは，コミュニケーシ

ョン支援を題材として，AI 技術が介在することでどのような面白いサービスが可能になるのか，また，その支援を持続発展させ

るために人がどのように介在すべきかを議論したいと思います．デモシステム構築，サービスプランの作成を行い，最終的にコンテスト等への

応募を目指します．なお，必須ではありませんが，受講者はプログラミングの経験があることを望みます． 

E    鉄鋼副生成物とミドリムシを用いた地球環境問題解決プロジェクトの開発   日本製鉄（株）  和田学 

現代文明の基盤である鉄鋼材料を創り出す鉄鋼業は資源や環境に関わりの深い産業であるが，鉄鋼材料の副生成物で

あるスラグも Fe，Si，Ca さらに資源枯渇が懸念される P などの有価元素を含有している．このためスラグは水中で植物に必

要な Fe や P のイオンを供給するため，その高度な利用が注目されている． 

一方，身近な微細藻類であるミドリムシは地球のエネルギ・物質収支に大きな役割を果たしていることが知られており，地球

温暖化や食糧問題等の地球環境問題解決に向けた応用研究が盛んに行われている． 

本プロジェクトではスラグとミドリムシを用いたインベンション技術を考案し，地球環境問題を解決するビジネスモデルを構築す

る．初めに地球環境の現状と課題を調査分析し，解決すべき問題を明確化する．次に，この問題を解決するための新たなインベーション

技術をチームの自由な議論から考案し，これを確立するに必要な工学実験を生物，化学，材料，機械など様々な科学分野の視点を融

合して自ら発想し試みる．最後に考案した技術を用いた地球環境問題解決ビジネスモデルとその効果を検討する． 

F    デザイン思考による企画開発プロジェクトの実践                        （株）デンソー  吉田佳史 

製品やサービスに求められるニーズが多様化し，変化の激しい現代においては，創造力で新しい価値を生み出す力が求められています． 

このプロジェクトにおいては，顧客視点での目標設定や，新しいニーズを発見し，的確な解決策を創出する力の習得を目的としています．

既成概念に捉われず，物事の本質から考える力を身につけることが狙いです． 

特徴としては，企業や社会で実践されているプロジェクト業務をベースとしたリアリティのある課題を，チームで共創して取り組

むことを体験します．具体的なプランとしては，①テーマに基いたフィールドワークと課題の発見 ②コンセプト創出に向けたチー

ムでの共創 ③人に伝わる企画書の作成 と大きく 3 つのプロセスを体験学習します． 

デザイン思考とは，物事を多面的に捉えアイデアを発想する技術であり，その手法の習得を目指します． 

 名古屋大学 イノベーション体験プロジェクト 
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⽒  名 ⽒  名

DP 伊藤 正也 DP ⽩井 良成

TA ⽚岡 和樹 物質プロセス⼯学専攻 M2 TA 中原 拓哉 （情報）知能システム学専攻 M2

伊藤 ⿇維 物質科学専攻 M1 杉本 脩介 電気電⼦情報⼯学科 B4

武重 拓実 （情報）複雑系科学専攻 M1 斎藤 樹 物質プロセス⼯学専攻 M1

⽊村 友哉 物質科学専攻 M1 杉浦 拓未 （情報）情報システム学専攻 M1

⼊江 優⾹ エネルギー理⼯学専攻 M1 ⾼倉 ⼤ 機械⼯学システム専攻 M1

渋⾕ 拓⼰ 機械システム⼯学専攻 M1

⽒  名 ⽒  名

DP 北野 哲司 DP 和⽥ 学

TA 伊神 拓⾺ 機械システム⼯学専攻 M2 協⼒教員 市野 良⼀

安倍 紀乃弥 航空宇宙⼯学専攻 M1 TA ⾦ スルチャン 材料デザイン⼯学専攻 M2

郷間 あかり 航空宇宙⼯学専攻 M1 ⾦⼦ 和樹 総合エネルギー⼯学専攻 M1

⾦ 勇哲 機械システム⼯学専攻 M1 ⼩⽵ 淳史 物質プロセス⼯学専攻 M1

⼭梨 祥平 （情報）情報システム学専攻 M1 宮脇 渉平 応⽤物理学専攻 M1

⽒  名 ⽒  名

DP 櫻場 ⼀郎 DP 吉⽥ 佳史

TA 杉本 賢哉 機械システム⼯学専攻 M2 TA 辻岡 義康 ⼟⽊⼯学専攻 M2

奥村 ⻯也 機械システム⼯学専攻 M1 全 旭東 機械システム⼯学専攻 M1

松原 宏和 機械システム⼯学専攻 M1 ⾓⽥ 健輔 電気電⼦情報⼯学科 B4

⻑坂 翔太 応⽤物理学専攻 M1 岡本 航 応⽤物理学専攻 M1

⼭⽥ 貴弘 応⽤物理学専攻 M1

⽇本特殊陶業㈱ NTT（株）

2020年度 イノベーション体験プロジェクト チーム編成表

テーマA︓世の中に役⽴つ新しいセンサの提案
テーマD︓AIを活⽤したコミュニケーション

⽀援サービスのデザイン
所  属 所  属

所  属

東邦ガス（株） ⽇本製鉄㈱

テーマB︓IoTネットワーク「Sigfox」を活⽤し、
⽣活を「楽しく」「便利で」「快適に」

テーマE︓鉄鋼副⽣成物とミドリムシを⽤いて
地球環境問題の解決について考える

㈱ デンソー

化学システム⼯学

受講⽣
受講⽣

テーマC︓ SDGｓでのエネルギーとヒートポンプ
テーマF︓  デザイン思考による企画開発

プロジェクトの実践
所  属

受講⽣

受講⽣

受講⽣

所  属

中部電⼒㈱

所  属

受講⽣
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通知ベル (1)8 分:発表終了２分前  (2)10 分:発表終了  (3)15 分:討論終了 

日  時：2020 年 5 月 27 日（水）13:00～15:30 

会  場：ウェブ会議および ES 会議室（ES 館１階） 

発表時間：１グループ 15 分（発表 10 分，討論 5 分，交代準備 5 分） 

2020 年度イノベーション体験プロジェクト 

中間報告会 
 

13:00  準備 

13:15  開会 教務委員長 生田博志教授 

司会進行：渡邉 CP  ﾀｲﾑｷｰﾊﾟｰ：加藤・塩谷 

【前半】 

13:20 <D> 白井良成 DPグループ 

AI を活用したコミュニケーション支援サービスのデザイン 

Ø サブテーマ：クッキングモンスター 

13:40 <E> 和田学 DPグループ 

鉄鋼副生成物とミドリムシを用いた地球環境問題の解決プロジェクトの開発 

Ø サブテーマ：地球温暖化をミドリムシが救う!? 

14:00 <F> 吉田佳史 DPグループ 

デザイン思考による企画開発プロジェクトの実践 

Ø サブテーマ：大学生活・リモートワークのリ・デザイン 

14:20  休憩 

【後半】 

14:30 <A> 伊藤正也 DPグループ 

未来のセンサーを提案しよう！ 

Ø サブテーマ：動き検知によるヘルスケアサポート 

14:50 <B> 北野哲司 DPグループ 

IoT ネットワーク「Sigfox」を活用し，生活を「楽しく」「便利で」「快適に」 

Ø サブテーマ：あなたの心配いつでもどこでも見えちゃいます 

15:10 <C> 櫻場一郎 DP グループ 

SDGsでのエネルギーとヒートポンプ 

Ø サブテーマ：太陽熱を有効利用するヒートポンプの提案 

15:30  閉会 

 

 

関係者外秘 
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5 月 27 日 中間報告会（ウェブ会議）での発表風景 

       
 
  D チーム    E チーム     F チーム 

 

   
 
  A チーム    B チーム     C チーム 

 

     
 

     
 

    

 

クッキングモンスター

杉本脩介 斎藤樹

杉浦拓未 高倉大 渋谷拓己

DP 白井良成
TA 中原拓哉

R2 イノベーション体験プロジェクトDグループ
プロジェクトテーマ 「AIを活用したコミュニケーション支援サービスのデザイン」

中間報告会
2020年5月27日

奥村 竜也（機械システム工学専攻：Ｍ１）

松原 宏和（機械システム工学専攻：Ｍ１）

長坂 翔太（応用物理学専攻 ：Ｍ１）

Teaching Assistant ：杉本 賢哉（機械システム工学専攻：Ｍ２）

Directing Professor：櫻場 一郎（中部電力）

担当教員 ：長﨑 正雅（エネルギー理工学）

SDGｓでのエネルギーとヒートポンプ

～太陽熱を有効利用するヒートポンプの提案～

名古屋大学大学院イノベーション体験プロジェクト TeamｰC 中間発表資料
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チームごとの活動風景 



2020 年 8 ⽉５⽇（⽔）13:00〜16:30 
Microsoft Teams による Web 発表 

※登録制につき視聴ご希望の⽅は下記宛ご連絡ください. 

frontdesk@cplaza.engg.nagoya-u.ac.jp 
 

プログラム 
司会・座⻑︓CP 渡邉澂雄，タイムキーパー︓事務局 

１グループ 30 分（準備２分、発表 20 分、DP コメント１分、討論 7 分） 

13:00 開会挨拶 ⼯学研究科⻑、⼤学院教育部会⻑ 

 プロジェクト・テーマ サブテーマ チームDP 

13:10 C︓SDGs でのエネルギーとヒートポンプ 太陽熱を有効利⽤する 
ヒートポンプの提案 

櫻場⼀郎 
DP 

13:40 F︓デザイン思考による企画開発プロジェ
クトの実践 

⼤学⽣活・リモート 
ワークのリ・デザイン 

吉⽥佳史
DP 

14:10 休 憩 

14:20 D︓AI を活⽤したコミュニケーション 
⽀援サービスのデザイン クッキングモンスター ⽩井良成

DP 

14:50 A︓未来のセンサーを提案しよう︕ ヘルスケアサポート 
シューズ 

伊藤正也
DP 

15:20 休 憩 

15:30 B︓IoT ネットワーク「Sigfox」を活⽤し、
⽣活を「楽しく」「便利で」「快適に」 

あなたの⼼配いつでも 
どこでも⾒えちゃいます 

北野哲司
DP 

16:00 E︓鉄鋼副⽣成物とミドリムシを⽤いた 
地球環境問題の解決プロジェクトの開発 

地球温暖化を 
ミドリムシが救う!? 

和⽥学 
DP 

16:30 総評 教務委員⻑ 
閉 会 
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 8 月 5日 成果発表会風景 
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成果報告書 

A. 伊藤正也ＤＰ（日本特殊陶業株式会社）チーム 

   未来のセンサを提案しよう！ 

 ---サブテーマ：ヘルスケアサポートシューズ 

ＤＰ報告書   16 

ＴＡ報告書   20 

 

B. 北野哲司ＤＰ（東邦ガス株式会社）チーム 

   IOT ネットワーク[Sigfox]を活用し，生活を「楽しく」「便利で」「快適に」 

 ---サブテーマ：あなたの心配いつでもどこでも見えちゃいます 

ＤＰ報告書   30 

ＴＡ報告書   38 

 

C．櫻場一郎ＤＰ（中部電力株式会社）チーム 

   SDGs でのエネルギーとヒートポンプ 

 ---サブテーマ：太陽熱を有効使用するヒートポンプの提案 

ＤＰ報告書   50 

ＴＡ報告書   57 

 

D. 白井良成ＤＰ（日本電信電話株式会社）チーム 

   AI を活用したコミュニケーション支援サービスのデザイン 

 ---サブテーマ：クッキングモンスター 

ＤＰ報告書   65 

ＴＡ報告書   70 

 

E．沼田光裕ＤＰ（日本製鉄株式会社）チーム 

   鉄鋼副成物とミドリムシを用いた地球環境問題解決プロジェクトの開発

---サブテーマ：地球温暖化をミドリムシが救う！？ 

ＤＰ報告書   83 

ＴＡ報告書   90 

 

E. 吉田佳史ＤＰ（株式会社デンソー）チーム 

   デザイン思考による企画開発プロジェクトの実践 

 ---サブテーマ：身の回りの気づきを“リ・デザイン”してみる 

ＤＰ報告書  104 

ＴＡ報告書  107 
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「未来のセンサを提案しよう！」 報告書 

～ ヘルスケアサポートシューズ ～ 

 

Ⅰ．ＤＰ報告書  

 ◆テーマの趣旨 

スマホで位置情報を知り、指紋認証や顔認証など様々なセンシングデバイスが提案利用

され、我々の日常の暮らしに役立っています。 

そして、センサが人の状態をモニターし、アプリで本人や主治医に知らせる。AI が診断を

支援し、ロボットが手術を行う。病気はアプリで予防や治療を行う。この様な時代が将来

実現するのでしょう。 

本講義では、現在利用されているセンシング技術を理解するとともに、世の中の動向や

ニーズを調べます。その後、未来に使われるセンサを予想し、試作実演を試みます。 

未来に役立つセンサを一緒に考え提案しましょう。 

 

 ◆課題 

①世界の動向を知る。誰が何に困っているのか、世の中のトレンドは何かを知る。 

②どの様なセンサが、どこで、何を目的に、使われているのか？を理解する。 

③分野を絞る、ヘルスケア・農林水産・移動体・通信、ほかから選定する。 

④困りごとや未来のセンサについてグループで討議し、サブテーマを決定する。 

⑤具体的なセンシングシステムの、プロトタイプを提案そして試作し動作確認する。 

⑦未来のセンシングシステムの姿を描いてみる。 

 

１．メンバー  

ＤＰ： 伊藤 正也 （日本特殊陶業株式会社）  

ＴＡ： 片岡 和樹 （物質プロセス工学専攻 Ｍ２） 

受講生： 伊藤 麻維 （物質科学専攻 Ｍ１） 

 入江 優香 （エネルギー理工学専攻 Ｍ１） 

武重 拓実 （（情報）複雑系科学専攻 Ｍ１） 

木村 友哉 （物質科学専攻 Ｍ１） 

  
２．実施期間 

実験：２０２０年４月１５日～７月２９日（全１５回） 

発表：２０２０年８月５日 

 

３．サブテーマ 

ヘルスケアサポートシューズ 
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４．プロセス 

１）課題抽出とサブテーマ決定  

 現状の把握と世の中の困りごとについて各種資料を閲覧調査した。 

 内閣府Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０[1]、総務省情報通信白書[2]、厚生労働省人口動態[3]などの

公開資料を参考に調査した。 

 

（１）課題抽出 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症（以下 COVID-19）の影響で、オンライン講義

が中心となり、受講者の意見交換に苦労したが、Microsoft Teams のスプレッドシートを

利用して進めた。 

 少子高齢化に関連する困りごとについて多くの意見が出された。一方 COVID-19 対策

に関係する困りごとも多く抽出された。 

 スプレッドシートでは、「困りごと」や「誰が何に困っているか」さらに「センサを利

用したビジネスが考えられるか」などを抽出した。 

 対処とする人や団体の分類を以下五つの項目に分けて議論し、課題として整理した。 

 

① 自分で生活できる高齢者向けの対策  

② 介護者向けの対策   

③ 高齢者予備軍（健康体） 

④ 高齢化社会を生きる人、例えば過疎化  

⑤ その他 

 

その結果、以下３分類の課題としてまとめた。 

・高齢者の困りごととして、五感の機能低下 

・介護をする側の困りごと、 

・若年中年層の困りごとは健康寿命を長くしたい 

  



 18 

表１ スプレッドシート抜粋 

 
 

（２）サブテーマの決定 

抽出された課題について、サブテーマ決定のため議論をおこない、高齢者の体力低下

は足からくること、また、高齢者の死因の一つに熱中症が挙げられることから、サブテー

マを「ヘルスケアサポートシューズ」と決定した。 

 

２）センシングシステムの検討 

 サブテーマ決定を受け、センシングシステムを検討した。世の中で実用化されておらず 

実際に利用できるものという切り口で以下のように二つのセンシングシステムを提案した。 

 センサを利用するプラットフォームは、汎用マイコンの Arduino uno を利用した。 

① 異常検知靴 （異常な動きを検知できる靴） 

年を取ってくると足の動きが変化してくるが、それを靴によって検知して利用者に知ら

せるシステムを考案した。 

ジャイロセンサ、通信モジュール、マイコン、電池を利用し、足の動きを検知し、検知

した信号を利用して、パソコン上でグラフ化や 3次元表示化を行った。 

② 熱中症予防靴 （熱中症の予防ができる靴） 

高齢者は体温調整や水分管理が苦手なので、体の状態（体水分量）を計測し利用者に知

らせるシステムを考案した。 

二つの電極、温度センサ、通信もモジュール、マイコン、電池を利用し、体水分量を

計測し、結果をスマートフォンに送って表示するシステム。体水分量の計算は、生体イ
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ンピーダンス法[4] [5]を用いて行った。生体インピーダンス法とは、微弱な電流を流し、

電気抵抗値を計測することで 体組成を推定する方法である。 

 

 二つのセンシングシステムの具体例については成果報告書で説明するが、二つのシステ

ムに取り組んだ理由は、多くの課題にチャレンジしたいという受講生希望が強かったためで

ある。 

 プロトタイプの試作は６月から開始したが、COVID-19 の第一波が過ぎ去った時期であり、

講義室での議論や試作実験が実施できたことは幸運であった。 

 

３）写真類 

  
図 プロトタイプ試作風景 

 

４．まとめ 

未来のセンサを提案しよう！というテーマに対して、高齢化社会を見据え二つのセンシ

ングシステムを提案しました。 

このシステムは世の中の困りごとから学生が考えたセンサシステムであり、多くの人々が

幸せな生活がおくれるものとなります。 

企業にける事業化では、「コスト」や「競合」など多くのハードルがありますが、課題を

解決するためのプロトタイプを短期間で製作するといった本講義での経験は、社会人になっ

た時に大いに役立つものです。 

受講生の皆さんには、日本をそして世界を代表する技術者あるいは事業企画者に育ってい

ただけることを期待します。 

本講義は COVID-19 の自粛化でスプレッドシートを利用した議論を行いました。本手法は

将来のチームワークのひとつの姿となると考えられ、貴重な経験となりました。 
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Ⅱ．成果報告書（ＴＡ報告書） 
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COVID-19 の影響によりリモートで議論を重ねた。対面で会議ができるありがたみを感

じながらも、じっくり時間を使いサブテーマを決定した。 
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実際に靴にセンサを取り付け、歩き方を変えながら測定を行ったところ、波形に差が

出たため、解析を行うことで歩行障害の早期発見やリハビリに応用できると考えた。 
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口頭発表やポスター発表がなかったため、デモ動画を撮影した。Bluetooth 通信を用いて、

スマホで操作できるようになっている。 
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体内水分量の測定を可能にしたが、技術的な問題で理想値よりも小さい値となった。

そのため、今回のプロトタイプでは最初の測定値との相対値で評価を行うことで、熱

中症予防ができると結論付けた。 

 

 



 29 

 

時間的制約もあり、今回は歩き方の異常検知靴、熱中症予防靴ともにプロトタイプ

の作製にとどまったが、今後ビッグデータや AI などを活用することにより、「ヘル

スケアサポート」機能を持つ靴への展望を示した。 
 

 

参考文献 
[1] 内閣府 Society5.0 とは（2018年 6月 15 日） 

   http://www8.cao.go.jpcstpsociety5_0society5_0-1  

[2] 総務省、情報通信白書  H30 

   http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/pdf/index.html 

[3] 厚生労働省 平成 30年（2018）人口動態統計（確定数）の概況 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei18/index.html． 

[4] 生体電気インピーダンス法 https://www.tanita.co.jp/health/detail/37 

[5] 小宮 秀一, 身体組成の推定法を考える Ann. Physiol. Anthrop., 10(1) (1991). 

[6] Nike Adapt BB “THE FUTURE OF THE GAME” 

[6] ロゴマークラボ Nike、Asics 

 
以上 
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IoT ネットワーク[Sigfox]を活用し、生活を「楽しく」「便利で」「快適に」 

報告書 

～ あなたの心配いつでもどこでも見えちゃいます ～ 

 

Ⅰ．ＤＰ報告書 

 ◆テーマの主旨 

IoT とは、様々なモノがネットワークに繋がることである。既に、カメラ、照明、スピ

ーカー、掃除機、エアコンなど、IoT を謳った製品・サービスが登場しており、IoT が当

たり前な世界がすぐそこに迫っている。 

そこで、sigfox 注１）という IoT 専用の通信ネットワークを用いて、身の回りのちょっと

した「困ったな」を解決し「嬉しい」に変わるようなアイディアを試作する。さらに、試

作品を用いて取得したデータを分析し、サービスを提案する。 

注１）LPWA（Low Power Wide Area/ 省電力広域無線技術）という通信規格のひとつ。非常

に容量（1回 12 バイト）が小さなデータを、長い距離に伝送することができ、消費電力が

少ないのが特長。 

 

 ◆課題 

本ＰＪでの課題は、下記の通りであり、これに沿って進めた。 

① アイディア選考 

② 各アイディアにおける主要構成要素の試作・評価とデバイスの試作 

③ 実験（計測速度：定点、徒歩、バス、配送） 

④ 提案サービス 

 

１．メンバー 

ＤＰ： 北野 哲司 （東邦ガス株式会社 導管企画部 技術開発グループ） 

ＴＡ： 伊神 拓馬 （機械システム工学専攻 Ｍ２） 

受講生： 安倍 紀乃弥 （航空宇宙工学専攻 Ｍ１） 

 郷間 あかり （航空宇宙工学専攻 Ｍ１） 

 金 勇哲 （機械システム工学専攻 Ｍ１） 

 山梨 祥平 （情報学研究科 情報システム学専攻 Ｍ１） 

 
２．実施期間 

実験：２０２０年４月１５日～７月２９日（全１６回） 

発表：２０２０年８月５日 

 

３．サブテーマ 

あなたの心配いつでもどこでも見えちゃいます 
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４．プロセス 

検討プロセスは、以下の通り。 

① アイディア選考 

② 各アイディアにおける主要構成要素の試作・評価とデバイスの試作 

③ 実験（定点、徒歩、バス、配送） 

④ 提案サービス 

 

１）アイディア選考 

Sigfox の特徴や既存の製品を調査すると共に、京セラコミュニケーションシステム株式会

社様のデザイン思考に関する講演をヒントに、受講生が困り事を調査し、解決するためのア

イディアを考案し、試作するテーマについて絞り込みを行った。 

 

（１） Sigfox の特徴とデータ連携の仕組み（参考文献[1]参照） 

Sigfox には、以下の特徴がある。 

① 低消費電力であり、電池駆動で長期稼働が可能。 

② 通信費用が安価。 

③ 通信の安定性、耐干渉、耐障害性が高い。 

④ 1回に送信可能なデータ容量が最大 12 バイトまで。 

⑤ 通信速度は上り 100bps、下りは 600bps。 

⑥ 1 日の通信回数の上限があり。上りが 140回、下りは 4回まで。 

 

 
IoT 用途で使われている無線通信規格（ネットワーク）（2018.12.19 現在） 

（出典：参考文献[1]） 
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（出典：参考文献[2]） 

 

（２） アイディアの考案・評価・選考 

受講生からは、下記のアイディアが提案された。 

① 浴槽での溺水防止システム（入浴中の溺水を防止する IoT デバイス） 

② 郵便追跡システム 

③ リハビリパンツ 

④ 腐敗食品監視 

 

上記のアイディアについて、経済性（費用対効果）、Sigfox を使うメリット、顧客の満足

度、オリジナリティ、実現可能性の４項目について評価を行った結果、①「浴槽での溺水防

止システム」、②「郵便追跡システム」を選定し、試作を行うこととした。 

 

２）各アイディアにおける主要構成要素の試作・評価 

前項で選考したアイディアである①浴槽での溺水防止用デバイス、②郵便追跡用デバイス

について、デバイス構成を考え、主要構成要素を試作し実現可能性を評価した。実現可能性

評価に加えて、Sigfox 通信の良さが活かせるか、また、既存商品が存在しないかという観点

からも評価した。その結果、②郵便追跡用デバイスを試作することとなった。 

 

（１）浴槽での溺水防止用デバイスの実現可能性評価 

浴槽での溺水防止用デバイスの実現可能性評価として、各種センサで期待通りのデータが

取得可能かについて確認した。本デバイスの主要センサは、①人が入浴していることを感知

するセンサ（人感センサ、距離センサ）、②意識の有無を監視するセンサ（距離センサ）で

ある。そこで、浴室内で、Arduino に人感センサ・距離センサを接続して実験を行った。そ



 33 

の結果、各センサとも、期待通りのデータが取得可能であることが確認でき、実現可能性は

十分に有ると判断した。 

しかし、既存の商品を調査した結果、既に、本内容と同じアイディアとして、東京ガスと

住宅用ガス機器メーカのパーパスが『お風呂場の見守りシステム（浴室への入退出や、入浴

中の居眠り検知、チャイム・音声での警報機能）』として商品化されていることが判明した。 

 

（２） 郵便追跡用デバイスの実現可能性評価 

郵便追跡用デバイスの実現可能性評価として、Sigfox 通信サービスを用いての位置情報が

取得可能かについて確認した。Sigfox 通信が提供している位置取得方法としては、

AtlasNative（Sigfox 基地局からの距離基準）と AtlasWi-Fi（Wi-Fi_Mac アドレス位置からの

距離基準）がある。GPS と Sigfox 通信での位置情報の取得も考えられるが、GPS は Sigfox

のサービスではないこと、郵便物の屋内保管も考え、GPS は屋内での位置情報の取得が難

しいことから、GPS は評価対象から除外した。 

AtlasNativeおよび AtlasWi-Fi について、位置情報の取得可否判断実験を行った結果、十分

な位置特定精度の検証までは実施できていないが、およその位置特定は可能であることを確

認した。 

 

（３）総括評価 

以上から、両アイディアとも実現可能性は高いが、浴槽での「溺水防止用デバイス」につ

いては、既に商品化されていること、Sigfox 通信が補助機能であることから、本ＰＪでは「郵

便追跡用デバイス」について試作し、評価していくこととした。 

 

３）デバイスの試作 

試作したデバイスの概要を以下に示す。 

（１） ハードウェア 

デバイス（ハードウェア）は、下表の機材で製作した。 

項目 品名 

Sigfox 通信 Sigfox Shield for Arduino（参考文献[3]参照） 

Wi-fi モジュール ESP-WROOM-02(ESP8266 を搭載した開発ボード)（参考文献[4]参照） 

 

（２） ソフトウェア等 

Arduino スケッチ作成、IoT プラットフォーム使用方法、Callback 設定方法等に当たって

は、参考文献[5]- [10]を参考にした。 
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試作したハードウェア     Sigfox IoT Agency Platform（例:GPS） 

 

４）実験（定点、徒歩、バス、配送） 

試作したデバイスを用いて、移動速度による影響評価や実配送の実験を行い、Sigfox 通信

での位置特定の可否・精度検証・配送車両種別による通信状況について確認を行った。 

実験結果の概要を以下に示す。 

 

（１） 実験（定点、徒歩、バス） 

実験の概要を下表に示す。まず、定点実験では、Atlas Native と Atlas Wi-Fi の位置特定の

精度を検証し、優位性がある Atlas Wi-Fi を選定した。次に、デバイス移動速度に対する影

響を評価するため、徒歩・バス移動実験を行った。その結果、車両が移動していると、Wi-Fi 

Mac アドレスの取得ポイントが変化していくために、位置情報が取得できないことが判明

した。 

 

種別 実施目的 結果概要 

定点 ・Atlas Native と Atlas Wi-Fi の位置

精度を検証 

・位置精度は、Atlas Wi-Fi の方が高かった。

位置精度：Atlas Native：103m〜、Atlas 

Wi-Fi：10m〜103m 

徒歩 ・デバイスが移動した状態でも、

Atlas Wi-Fi による位置情報を取

得できるか確認 

・徒歩程度の移動速度なら位置情報を取

得可能であった。 

（IB電子情報館→バロー滝川店） 

バス ・移動速度が、自動車（バス）で

も位置情報を取得できるか確認 

・自動車（バス）の運行ルートに

沿って位置情報の取得が可能か

を検証 

・バスの停車時にのみデータが取得でき

た（目視）。 

・市街地コース（名大→栄）、住宅街コー

ス（妙見町→平針住宅）共に、ルート

に沿って位置情報を取得可能。 

 

Sigfox Shield for Arduino 

Wi-fi モジュール 乾電池 
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（２） 実験（配送） 

本実験では、配送車の構造の違いによる影響を確認するために、①アルミバン（窓が無く、

アルミ製のパネルを使用した箱型の荷室を持つ車両）、②窓がある車両の２タイプに対して

配送実験を行った。実験結果は、下表のとおり。 

 

種別 実施目的 結果概要 

窓が無い配送車 

 

位置情報取得状況

確認 

・窓が無い配送車の場合、事業所や集積場で位置

情報は有られたが、配送車移動中については、

位置情報は得られなかった。 

窓が有る配送車 

 

同上 ・最寄りの事業所から目的地に近付いていること

が取得データから確認できた。 

 

（３） 考察 

実験（定点、徒歩、バス、配送）から、下記の事項が確認することができた。 

① Atlas Nativeより Atlas Wi-Fi の方が高精度であった。 

② 自動車（バス）でも、停車時であれば位置情報を取得することができた。 

③ 配送車の構造の違いにより位置情報が取得できない場合があった。 

実験結果を踏まえて、郵便追跡用デバイスの仕様としては、 

① Atlas Wi-Fi での位置検知は、配送車停車時のみであることから、停車時での位置

情報の送信確率を上げるため計測間隔を可能な限り短くする。1回/5 分のデータ

送信を行う（1回/5 分：連続で 12 時間通信が可能。送信上限回数は 140回/日） 

② アルミバン（窓が無く、アルミ製のパネルを使用した箱型の荷室を持つ車両）で

は、停車中でも位置検知が不可能であることから、これまで検討してきた荷物単

位でデバイスを取り付ける案ではなく、配送車にデバイスを固定設置する。 

 

５）郵便追跡サービスの検討・提案 

以上の検討結果を踏まえて、郵便追跡サービスとして下記を提案する。 

n 郵便追跡サービスは、最寄りの事業所に到達した時点から開

始する。 

n 位置特定手段は、位置特定精度が高い GPS の適用も考えられ

るが、在宅・不在等個人プライバシーの観点から、位置特定

精度が 10m〜103m（実験値）であるAtlas Wi-Fi

が本サービスに適していると判断した 

n Atlas Wi-Fi 機能付き Sigfox デバイスは、配送

車に固定設置する。 

n 通信頻度は、連続 12 時間通信可能な通信頻

度である 5 分に 1回とする。 
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６）所感 

これまでのイノベーション体験プロジェクトでは、2018 年度はインフラ設備のドローン

での点検、2019 年度はフォトグラメトリーを用いたインフラ設備の 3 次元データ化を題材

に取り組んだ。これらのテーマは、私自身に、ある程度の知見があった。一方、今年度（2020

年度）は、知見・知識がない IoT 技術をテーマに「IoTネットワークである Sigfox 通信を用

いる」ことだけを決め、その他は一切決めずに始めた。 

そのため、例年にも増して、受講生は自ら行動せざるを得ず、苦労や戸惑いがあったと思

う。しかし、この苦労がグループワークの特長である、①チームワークの重要性、②意見交

換の必要性と議論の発展からの創意工夫、③統制力・調整力、④コミュニケーション力のレ

ベルアップ、④達成感、⑤一体感に繋がるのではないかと考えている。 

今後の課題としては、昨今のコロナ禍の中において、web授業がニューノーマルとなった

場合、上記の①～⑥を体感しながら、主体的に課題に取り組める工夫を考えていく必要があ

ると思う。一例として、Microsoft Teams には、全員が一つのファイルをリアルタイムで修

正可能な機能がある。これは、非常に効率的で、各自の特長が出せ、議論も白熱した。この

ように、Web 上のバーチャルの世界において、共同作業を実現する仕組み・ツールが重要

と考え、他のツールの調査・活用方法について試行錯誤を重ねていきたい。 
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Ⅱ．成果報告書（ＴＡ報告書） 

 

 
 

中間報告会では，Sigfox 通信を用いた製品の案として「① 配達追跡デバイス」と「② 
入浴中の居眠り防止デバイス」を提案したが，新規性や Sigfox 通信を活かすこと重視

した結果，前者を採用した． 
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本プロジェクトでは，Sigfox 通信により位置情報を所得・送信することができるデバ

イスを荷物に付けることで，その荷物を配送するトラックが自宅に近づいたときに受

取人に通知を送るようなサービスを提案した． 
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Sigfox 通信を用いた位置情報の所得手段として，「① Atlas Native」，「② Atlas Wi-Fi」，
「③ GPS」があり，①，②における位置情報所得の原理を右図に示す．①は Sigfox 通

信の基地局の距離を利用して位置を所得し，②は付近の Wi-Fi の Mac アドレスに紐づ

いた位置情報を利用して位置を所得する． 
今回は Sigfox デバイスを荷物に付けてトラックの荷台内に入れて配送する，という

状況を想定しているので屋内計測可能な手段を対象にした． 

 
配送追跡デバイスの構成を示す．Atlas-Native による位置所得は Sigfox shield for 

Arduino のみで可能だが，Atlas Wi-Fi による測定は付近の Wi-Fi を検索する Wi-Fi モジ
ュールが追加で必要なため，このような構成となった． 
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まず，2種類の位置所得手段の性能を比較するために定点の位置情報所得実験を行っ

た．結果，性能がより良い Atlas-Wi-Fi を用いることにした． 
 

 
  



 43 

 

 
 
p.11 までの実験で，配送車の運転条件（速度・時々配達のために停車する等）におい

て，デバイスが位置情報を所得できることが判明したので，実際にデバイスを荷物と

して配達した． 
しかし，デバイスの位置情報の記録をみると，営業所近くのデータしか所得できて

おらず，配送車の荷台に窓がないことで Sigfox 通信が失敗したのでは，と考察した． 
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位置計測データの一つを示す．配達時間帯は 9～12 時であるが，10 時前まで配達開

始地点（千種郵便局）にあることが分かる． 
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11 時を過ぎても，ゴール（青ピン）は荷物の位置計測範囲内には入っていない． 

 
 
11 時半を過ぎると，名大西側の鏡池通あたりに移り，初めて荷物の位置計測範囲内

にゴール（青ピン）が入った． 
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11 時 44 分に目的地に到着した（受取人に聞き取った受取り時刻と同じ）． 
この実験から，本来の場合だと午前 9時から12時までと 3時間の間隔があったのが，

デバイスによって追跡をすることで，今だいたいどこにいるのか（営業所・本山から

覚王山あたり、名大西側の鏡池通あたり）が分かり，3 時間の時間指定間隔を狭められ

る可能性がある． 
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始めに提案したサービスは荷物にデバイスを付けるため，屋内での位置計測を前提

にしていたが，配送車ごとにデバイスを搭載するようにサービスを改めたので，GPS
も含めて，性能を再評価した． 
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始めに Sigfox 通信の利点（通信費の安さや長い通信距離など）を活かして，荷物を

個別で追跡できるようなサービスを提案したが，複数の実験を通して，改めて Sigfox
の位置所得手段（Atlas-Native や Atlas-Wi-Fi）の性能を検証し，配送車ごとにデバイス

を付けるほうが良い，という結論に達した． 
また，位置情報を計測する際の時間範囲として，12 時間を目安とすると 5 分に 1度

通信を行うような運用を提案した（1 日の Sigfox 通信には回数制限があるため）． 

 
配達追跡デバイスは，実際には位置情報を基地局に送っているのではなく，一番近

くにある 3 つの基地局と通信を行い，それらの基地局の場所からある程度の位置を算

出できる． 
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Atlas Wi-Fi は自ら位置情報を計測するのではなく，Wi-Fi モジュールにより取得した

Mac アドレスを Sigfox platform というクラウドへ送信し，Wi-Fi の Mac アドレスと位置

情報を紐づけて登録しているデータベースと照合することで，Web 上で位置情報を取

得するサービスである． 
 
 

以上 
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「ＳＤＧｓでのエネルギーとヒートポンプ」 報告書 
～ 太陽熱を有効使用するヒートポンプの提案 ～ 

 
Ⅰ．ＤＰ報告書  
 ◆テーマの主旨  

エネルギーはライフラインの一部とされ、現在の日常生活では不可欠である。世界の行

動指標として 2015年 9月の国連サミットで採択された SDGs を確実に進捗させていくた

めにも安定したエネルギー供給は必須となる。 

このプロジェクトでは、SDGs をエネルギーの視点から理解を深め、それを例として自

らの行動目的を社会課題解決とリンクさせて、大切にしたい価値観の再確認、今後の行動

規範、進路選択の参考とすることを目的とした。 

同時に、企業技術者として要求される他者と協力しながら最終目標を達成するプロセス

を、サービス・商品開発の初期に行う開発コンセプトの立案と満たすべき要件のサーベイ

を通して体験してもらい、企業技術者を選択した場合に備えておくべき視点、思考パター

ン、知識の貯え方などを感じ取ってもらうこととした。 

新型コロナの影響で校外学習の機会が著しく制約された状況だったが、見学受入を受諾

してもらえた工場見学と Web 会議室システムを併用して可能な限り実社会での先行成功

事例や、開発時の留意事項を受講生に感じ取ってもらえるようにプログラムを組んだ。 

 
 ◆課題 

①ＳＤＧｓを通して漠然とした目標の社会的な意義を確認して、自らの将来目標を定

める参考とする。 

②エネルギーを皆と議論して、社会人として必要な叡智を育む視点を養う。 

③ヒートポンプを例題として皆でアイディアを出しあい、その効果を検証する。 

④以上から、企業技術者に要求される自己の考えを確立した上で他者と協力して、最

終目標を達成する姿勢を学ぶ。 

 
１．メンバー  
ＤＰ： 櫻場 一郎 （中部電力株式会社 技術開発本部 技術企画室）  

ＴＡ： 杉本 賢哉 （機械システム工学専攻 Ｍ２） 

受講生： 奥村 竜也 （機械システム工学専攻 Ｍ１） 

 松原 宏和 （機械システム工学専攻 Ｍ１） 

 長坂 翔太 （応用物理学専攻    Ｍ１） 

 
２．実施期間 
実験：２０２０年４月１５日～８月１日（全１７回）  

発表：２０２０年８月５日 
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３．サブテーマ 

太陽熱を有効使用するヒートポンプの提案 

 
４．プロセス 
本プログラムは、下記の１）～５）の流れで実施した。 

 
１）SDGs とエネルギーの現状把握 
外務省[1]および資源エネルギー庁[2][3]の資料を基にした Web ゼミで SDGs とエネルギ

ーの現状を講義し、これに対する理解を深めた。 

SDGs では、17 のゴールのうちエネルギーに関係が深い「7 エネルギーをみんなに そ

してクリーンに」と「13 気候変動に具体的な対策を」を中心に議論を重ね、各自が大切

にしたい価値観や、その社会的意義を皆で考えた。 

エネルギーの現状では、エネルギーの歴史や現状の課題を学び、次世代を担う者として意

識しなければならない課題と、考え得る対策を議論した。 

 

図１ SDGｓでの論点 

 

 

図２ 日本のエネルギーでの課題 
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２）ヒートポンプ技術の把握  
下記事項を Webゼミで講義し、ヒートポンプへの理解を深めた。 

① ヒートポンプの現状用途 

② ヒートポンプの歴史 

③ ヒートポンプの原理 

④ ヒートポンプの冷媒 

⑤ 現状のヒートポンプの課題 

 

 

図３ ヒートポンプの用途 
 

 
図４ ヒートポンプ用途の歴史 
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３）サブテーマの決定 
SDGs の「13 気候変動に具体的な対策を」に貢献でき、エネルギー問題解決にも貢献

できる施策を皆で議論した。省エネルギーの推進が両課題を同時に貢献できるとの結論に至

り、その具体化手法としてヒートポンプと再生可能エネルギーの併用が提案された。 

現在の再生可能エネルギーは、太陽光発電や風力発電など電力へ変換してからエネルギー

として使用するものが大半だが、電力への変換効率は高いとは言えず飛躍的な効率向上も短

期間の検討では困難なので、エネルギー変換効率の高い太陽熱利用をヒートポンプと組み合

わせることで省エネルギーを推進する方法を検討することとした。 

 
４）提案するシステムの決定 
太陽熱とヒートポンプの組み合わせでは、複数のパターンが考えられた。また、太陽熱以

外の再生可能エネルギーとヒートポンプの組み合わせも再検討された。太陽熱を温熱として

利用するのが適合性が高いと考えられたが、既存の太陽熱温水器より省エネルギー効果を高

めた訴求力の高いシステムを考案することは困難と考えて断念した。吸収式冷凍機を用いて

冷房用途の冷熱に変換するシステムも提案され検討したが、システムの規模に対して太陽熱

で集熱できる熱量のバランスが取れず、実現困難と判断した。 

そのため、別の視点からシステムを考案することとし、至近の新型コロナの感染拡大防止

策として換気が推奨されていることに着目した。寒暖差の激しい日本では、単純に換気量を

増やすと空調負荷が増大して消費エネルギーも増加することになる。昨今の顕潜熱分離空調

が注目されていることに着目し、夏季は潜熱処理を太陽熱を利用したデシカント空調システ

ムに任せ、エアコンを顕熱処理に特化させることで高効率な空調システムが実現できる可能

性を探求することとした。 

 

 

図５ 提案するシステムの決定 
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５）提案システムの実現可能性評価 
提案するシステムの可能性を検討するために性能設計、および性能設計したシステムの省

エネルギー性、温暖化ガス削減効果を試算した。 

デシカント空調システムを理解する前に湿り空気線図を学び、通常のエアコンで冷房して

いるときの空気の温湿度変化を理解した。冷房時には、同時に冷却除湿を行っているために

ヒートポンプサイクルの蒸発温度を下げる必要が生じ、これに起因して冷媒の高低差圧低減

に制約が生じてエアコンの効率向上（COP 向上）が阻害されていることを理解した。これ

を顕熱処理だけに特化できれば蒸発温度の上昇、ひいてはヒートポンプサイクルの高低差圧

の低減が可能となり、高効率な省エネルギー運転が可能となることを理解した。 

次に除湿システムとしてデシカント空調システムの原理、機器構成、デシカント材の開発

動向を調査した。従来のシリカゲルやゼオライトに代表されるデシカント材は、湿分を吸着

した後の再生には 200℃程度の高温が必要となり、普及している太陽熱システムやヒートポ

ンプでは対応困難であったが、近年は高分子系の吸着材が開発され 80℃以下で再生可能と

なり、太陽熱やヒートポンプとの親和性が高くなっていることが分かった。そのため、建物

の換気システムに太陽熱とヒートポンプをデシカント空調システムに組み込み、これによる

換気量を増大しても消費エネルギーを削減できるシステムを検討することとした。 

検討は夏季の代表的な運転条件から必要な吸排気温湿度を決定し、これに吸湿材の一般的

な性能を加味して、吸湿材再生用太陽熱導入熱交換器、吸排気熱回収熱交換器、ヒートポン

プの蒸発器・凝縮器を配置することとして性能検証することから始めた。上記機器を適切に

配置することで目標とする温湿度が実現できることを理論計算から確認できた。 

 

 
図６ デシカント空調システムの定格運転点 
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前記構成での年間の省エネルギー効果、温室ガス削減効果をモデル建物で検証することと

した。モデル建物は名古屋市内の延べ床約 10,000m2、10階建ての事務所ビルを想定し、熱

負荷計算ソフトで顕潜熱別の負荷を算出した。これに従来空調システムと提案システムの消

費エネルギー量を算出し、提案システムの効果を検証した。提案システムではデシカント空

調システムを活用して計画的な換気を実施しているので、外気温が低いときは換気による外

気冷房の効果も考慮した。結果として年間の消費エネルギーは従来エアコンシステムと比べ

て約５割となり、温室効果ガス（CO2）の削減効果も約５割が期待できることが分かった。 

なお、今回は空調システムの消費エネルギーを月別代表日の気象条件、空調負荷に対して

１時間ごとに算出したため、提案システムでは平均外気温と空調設定温度の差から中間期の

消費エネルギーがゼロとなる結果が得られた。実際は外気温が上昇した日には提案システム

でも消費エネルギーが発生するが、その量はわずかと思われる。 

 
図７ 提案システムの省エネルギー効果 

 
上記の過程で受講生の視野拡大のため、下表のとおり関連する先行技術・商品の開発過程

を開発担当者に Web で講義戴き、併せて実際の製品製造工程を実感するために工場見学も

実施した。また、受講生の要望によりエネルギーをより深く理解するために火力発電につい

ても Web で講義して戴いた。 

表１ 実施したWeb 講義 

講義タイトル 講  師 

エコキュート開発秘話 電力中央研究所 首席研究員 齊川路之さま 

DECICA システムの紹介 ダイキン工業株式会社 課長 太田正治さま 

再生可能エネルギー熱利用ヒートポンプシ

ステム省エネルギー事例 

ゼネラルヒートポンプ工業 

代表取締役社長 柴芳郎さま 

火力発電について 中部電力株式会社 室長   戸塚猛喜さま 
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表２ 実施した工場見学 

工場名 所在地 

ダイキン工業臨海工場 大阪府堺市 

東芝キヤリア富士事業所 静岡県富士市 

 

 
写真１ ダイキン工業見学       写真２ 東芝キヤリア見学 

 
５．まとめ 

SDGs を改めて読み込むことで、自らの漠然とした目標を社会的な意味から再定義して今

後の進路選択、社会人となってから大切にすべき価値観を考える場とした。現代社会に欠か

せないものの一例としてエネルギーを共に考え、現状は過去からの経緯があり地域的、社会

的な制約からも現状があることを学んで、今後の自らの社会生活の中で関連する知見を蓄積

する重要さを感じてもらった。 

多くの時間を費やした太陽熱とヒートポンプを組み合わせたデシカント空調・換気システ

ムでは、提案したジャストアイディアを製品開発に移行する前の技術的な可能性評価を段階

的に実施することで、それぞれの過程で留意すべき視点を学ぶとともに、協業する者と連携

する大切さを感じてもらった。その過程では、新型コロナの感染拡大状況下で校外学習の機

会が著しく制約されたので、DP の知人に Web 講義をお願いして、複数人からの講義でよ

り多くの経験・視点を受講生に感じてもらえる場を提供した。新型コロナ感染拡大の挟間に

受講生へ工場見学の機会を提供できたのは DP としても喜びであった。 

このプロジェクトでは、多くの方に協力いただくことで実施が可能となった。創造工学セ

ンターの渡邉澂雄 CP、事務局の加藤智子さま、塩谷直美さま、TA の杉本賢哉さん、Web

講義に協力いただいた電力中央研究所の齊川路之さま、ダイキン工業の太田正治さま、ゼネ

ラルヒートポンプ工業の柴芳郎さま、中部電力の戸塚猛喜さま、デシカントシステムの資料

を提供いただいた電力中央研究所の張利さま、工場見学で格別のご配慮をいただいたダイキ

ン工業の川上和也さま、元東芝キヤリアの井場功さまに、末筆ながらお礼申し上げる。 

 
参考文献 

[1] 例えば、https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/2001sdgs_gaiyou.pdf 

[2] 経済産業省資源エネルギー庁,日本のエネルギー2019,2020 

[3] 経済産業省資源エネルギー庁,平成 30年度エネルギーに関する年次報告,令和元年 
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Ⅱ．成果報告書（ＴＡ報告書） 

 
 

 
 

SDGs という大きく掲げられた数多くの目標に対して，我々はヒートポンプを繋げられ

ないかと考え，その１つである省エネについて議論を進めていった． 
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省エネに繋がるものとしていくつか案を挙げたが，工場見学，Web 講義などを通じて

実現可能性のあるシステムということで，太陽熱とデシカント空調を組み合わせたシス

テムについて考えることとした． 
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初めにヒートポンプの仕組みを理解し，その後ヒートポンプにおいて重要な蒸発部，凝

縮部をどこに設置するかということで，システム検討を行った． 
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実際の大きさのビルを想定し，いくつかのパラメータについてパラメトリックスタディ

を行い，おおよそ目標達成可能な値の感覚を獲得した．その後，最終的な各値を決定し

た． 
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アメダスによる気象データを用いて，我々が考えたシステムと従来のシステムの性能比

較（電気消費量の比較）を行い，5割消費エネルギーを減らせることがわかった． 
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質問でもあった通り，天候によって考案したシステムでも予期せぬ電力を使用しなけれ

ばいけない状況があるので，そういった状況の考慮や，イニシャルコストを含めて，使

用しやすいシステムなのかを検討する必要がある．という実際の製品開発の際，考える

べきことについて議論を行った． 
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個人的にも多くのことを学ぶことができる工場見学であり，面白かった．また，この講

義を通してTAではあったが受講生との議論やDPの方との議論によって自分自身大き

く成長できる有意義な時間となった． 

 
以上 
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「AIを活用したコミュニケーション支援サービスのデザイン」 報告書 

～ クッキングモンスター ～ 

 

Ⅰ．ＤＰ報告書  

 ◆テーマの主旨  

本体験プロジェクトは，身近の些細な不満や問題に着目してサービスを検討していく

方法を学ぶことを目的とする．サービスの検討を行う上で，本プロジェクトでは誰もが

日常的に行っているコミュニケーションを題材とし，課題を抽出する．また，それらの

課題を近年目覚ましい発展を遂げている AI 技術を用いることで，どのように解消でき

るかについて議論する．そして，抽出課題を AI 技術で解消するサービスを検討する．

各種アプリケーションの開発技術やビジネスプランの検討手法を学ぶことで，サービス

を主体的に検討するマインド及び技術を養うことを目指す． 

  

 ◆課題 

 ① 既存のコミュニケーション支援サービス及び課題の調査 

 ② 現在もしくは近い将来利用可能となる AI 技術の調査 

 ③ AI 技術を活用したコミュニケーション支援サービスの検討 

 ④ AI 技術を活用したシステム開発方法の習得 

 ⑤ ビジネスプラン立案方法の習得 

 ⑥ ビジネスプラン提案資料の作成 

 

１．メンバー  

ＤＰ： 白井 良成 （日本電信電話(株)） 

ＴＡ： 中原 拓哉 （情報学研究科 知能システム学専攻 M2） 

受講生： 斎藤 樹 （物質プロセス工学専攻 M1） 

          高倉 大 （機械システム工学専攻 M1） 

          渋谷 拓己 （機械システム工学専攻 M1） 

 杉浦 拓未 （情報学研究科 情報システム学専攻 M1） 

 杉本 脩介 （電気電子情報工学科 B４） 

 
２．実施期間 

実験：２０２０年４月１５日～７月２９日（全１５回） 

発表：２０２０年８月５日 

 

３．サブテーマ 

クッキングモンスター 
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４．プロセス 

本プロジェクトは以下に示すプロセスで進めた． 

１）概要説明と目標設定  

まず本テーマの目的と概要について説明した．一般財団法人 学生サポートセンターが主

催する「学生ビジネスプランコンテスト」への応募をプロジェクトのゴールに設定した．ま

た，本年度は新型コロナウィルスへの感染を考慮し，オンラインツールを積極的に利用しプ

ロジェクトを進めることとした． 

 

２）コミュニケーション支援サービス及び AI技術の動向調査 

コミュニケーション支援及び AI 技術について概説した．前者に関しては，コミュニケー

ションの伝統的なモデルや支援に関する研究を紹介した．後者に関しては，深層学習の技術

動向について概説した．次に，身の回りには様々なコミュニケーションサービスが存在し

各々が利用していることをまず認識してもらうため，コミュニケーションサービスを列挙し，

様々な軸で整理する実験を行った．合計 112のコミュニケーションサービスを抽出し，抽出

したサービス群をどのような軸で整理できるかについて議論した．サービスの抽出・整理は

オンラインホワイトボードサービス miroを利用して行った． 

 

３）AI技術を用いたコミュニケーション支援サービス案の決定 

 前プロセスにおいて，現在及び近い将来に利用可能な AI 技術と，既存のコミュニケーシ

ョンサービスを大まかに把握した上で，サービスアイデアの検討を行った．検討にあたって

は，サービスの種となるアイデアを得るため，まず，miro 上でブレインライティング手法

を用いて，合計 216 のアイデアを産出した．産出したアイデアを分類・整理した結果を基に，

scrapboxを利用して各自サービスのラフ案を作成し, 計 11 のラフ案を得た．得られたラフ

案を基に議論を行い，「料理支援サービス」をサブテーマ案とした． 

学生が日頃料理に対してどのような不満を持っているかを議論し，健康や節約のため自炊

をしたいという気持ちはあるものの，忙しくなると面倒で自炊が続かないといった意見が得

られた．そして議論を重ねた結果，自炊を継続するためには，自炊の継続に関して強い動機

づけを行うようなサービスが必要であると考え，“クッキングモンスター”をサブテーマと

して決定した．クッキングモンスターは，料理をしてその写真を撮ると，モンスターが成長

していくゲームである．撮影した写真から料理の栄養素を判定し，その栄養素に基づいてモ

ンスターが成長していくため，クッキングモンスターのプレイヤーは楽しく自炊を継続でき

る． 

 

４）ビジネスプランの検討 

クッキングモンスターをサービスとして運営することを想定し，ビジネスプランの検討を

行った．ビジネスプランを検討するためのフレームワークとして，ビジネスモデルキャンバ

ス，ピクト図解，SWOT 分析，ペルソナデザインなどを概説し，これらのフレームワークを
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実際に利用して検討を進めた．インターネットを用いた調査等から，実際に多くの大学生が

食生活に不安を抱えており，また自炊をしたいと考えていることを確認し，クッキングモン

スターの主要ターゲットを「自炊をしている，または自炊をしたいと考えている大学生」と

した．世の中には現在様々なゲームがあふれており，ゲームが大ヒットしなければ学生から

の課金によってサービスを運営するのは難しい．そこで，安定した収入を得る方法に関する

検討を行い，自炊に必要な食材を購入するスーパーに着目してビジネスプランに関する議論

を重ねた．そして，スーパーに来店するとゲームが進行していく広告収入モデルを考案した．

具体的には，プレイヤーが生活する地域にローカライズした広告をゲームアプリ上で表示し，

実際にその広告を見てスーパーに来店するとゲームを有利に進めることができるアイテム

が手に入るような仕組みを検討した．本モデルにおいて，スーパーは自炊をしたいと考えて

いる潜在的顧客に効率的に広告を配信することができる．またゲームを通じて来店者数のカ

ウントもできるため，広告効果も把握できるという利点がある．一方ゲーム提供者はスーパ

ーからの広告費収入とともに，ゲーム継続率の向上が期待できる． 

また，プレイヤー同士の協力や競争をゲームに取り入れることによるゲームの継続率向上

や，レシピ共有サービスと連携した栄養素判定機能の強化などの案も検討した．これらの議

論を踏まえ，最終的にビジネスプランをビジネスモデル 2.0[1]の記法を用いて整理した．

また，既存特許の調査方法について概説した． 

 

５）デモシステムの実装 

デモシステムの作成は，技術的な実現性及び課題を確認するとともに，アイデアを出資者

等へ端的に示すことを想定して行った．まずシステム開発手法(ウォーターフォールモデル，

アジャイル開発など)やプロジェクトマネジメントツール（ガントチャート(WBS), 課題管理

表(IMS)）について概説した．次に，前記ビジネスプランの詳細化及びデモシステムの実装

に関する役割分担を行い，各役割の責任者を決めたうえで，実際に最終報告会までのガント

チャート及び課題管理表を作成して進行した．各担当の作成物や情報の共有にあたっては，

各種クラウドサービスを積極的に活用し効率化を計った．  

 

（１） システムの設計及び環境の作成 

 自炊による健康な生活をサポートするため，クッキングモンスターでは，健康維持に

必要な栄養素を過不足なく摂取できていればモンスターが効率的に成長していくこと

を基本路線としてゲームのデザインを議論した．そして，本サービスの基盤技術として，

写真から栄養素を判定する技術の導入可能性を検討した．実装の容易さなどの観点から

クッキングモンスターのプロトタイプは Webアプリケーションとし，スマートフォンで

の実演を目指し作成することとした．実装に先立ち，すでに AI 技術が身近なものであ

ることを実感してもらうため，すべての受講生に，Google Colaboratory (Colab)上で，

ニューラルネットワークライブラリ keras を用い，画像認識(CNN)プログラムの作成を

行ってもらった．また，物体検出(YOLO)プログラムの実習も Colab上で行っている． 
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（２）料理写真からの栄養素取得 

 料理写真からの栄養素取得は，① 写真から写真に写っている料理を画像認識し，② 

認識した料理に一般的に利用されている食材をレシピデータベースから取得し，③ 食

材に対応する栄養素を栄養素データベースから取得する, ことで実現することとした．

料理認識用の識別モデルは学習済みの VGG16モデルをファインチューニングすることで

作成した．トレーニングデータとして UECFOOD-100[2]のデータから 5種類の料理写真デ

ータを利用した．レシピデータベースおよび栄養素データベースは SQLite を用いて作

成した．  

 

（３）ユーザインタフェース 

Webアプリケーションの作成には，Webアプリケーションフレームワーク Djangoを用

いた．メイン画面，モンスターの成長画面等は Web ページとして作成した．ゲーム上で

直接撮影した写真しか利用できないようにするため，WebRTC を用いた写真入力インタ

フェースを実装した．ゲームサーバとの連携には Ajaxを利用している．  

  

６）プレゼンテーション 

プレゼンテーション資料も受講生全員で分担して作成を行った．ネット上の各種情報源を

用いて市場調査等を行い，また先行研究・サービスについての確認を行った．作成したデモ

を効果的に示すため，訴求ポイントを絞ったデモビデオを作成した．プレゼンテーションで

はカレーライス等の料理を実際に準備し，クッキングモンスターアプリ上で料理を撮影して

モンスターが成長する様子のデモを Microsoft Teamsを介して実施した． 

 

５．まとめ 

本年度は議論の結果，料理を支援するゲームがテーマとして選ばれた．多くの学生は幼

少時からゲームに慣れ親しんでおり，ゲームというテーマはともすればゲームの細かなデザ

インに議論が落ち込んでしまいがちである．だが受講生らは粘り強く議論を重ね，スーパー

を巻き込む興味深いビジネスプランを設計した．実際のサービス化に向けて解消しなければ

ならない課題は数多く残されているものの，限られた時間内で日常のちょっとした不満を基

にビジネスプランを作成した経験は，今後実社会でサービスを創る際に大いに役立つと考え

る．また，Github等も利用し，料理写真からの栄養素取得エンジンからゲーム UI までを一

通り協力しながら実装できたことは，対面環境が無くともサービスを作成できることを実感

してもらえたのではないだろうか．最終的にすべてのスケジュールをオンラインで行うこと

となったが，こちらが提示したオンラインツール群を受講生が次第に使い分け，積極的に活

用しながらビジネスモデルからデモの実装までを実現できたことは指導する側としても大

変嬉しいことであった． 

本イノベーション体験プロジェクトを通して，AI 技術を利用する敷居は近年大きく下が
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っており，アイデアとやる気次第で誰でも AI技術を利用したサービスを創れると捉えても

らえたのであれば幸甚である． 

 
参考文献 

[1] 近藤哲朗, “ビジネスモデル 2.0図鑑”，KADOKAWA, 2018.   

[2] Yuji Matsuda, Hajime Hoashi and Keiji Yanai, “Recognition of Multiple-Food Images by 

Detecting Candidate Regions ,”IEEE International Conference on Multimedia and Expo (ICME), 

(2012). 

 



 70 

Ⅱ．成果報告書（ＴＡ報告書） 
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1． 本プロジェクトの目的とアプローチ 

 
[1] 農林水産省関東農政局 (2014) 「大学生等の食環境と食行動、食への関心に関する調査 2014
年」< https://www.maff.go.jp/kanto/press/syo_an/seikatsu/pdf/daigakugaiyouban.pdf >  
[2] 森田早紀 (2015) 「1 人暮らしの学生に緊急アンケート。日常的に自炊している学生は 15％」 
< http://lab.oceanize.co.jp/cooking/ >  
 

 
[3] Research+ (2018) 「自炊に関する調査」< 
https://www.research-plus.net/html/investigation/report/index133.html > 
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[4] クックパッド株式会社「毎日の料理を楽しみにする cookpad」<https://cookpad.com/> 

[5] dely株式会社「kurashiru」<https://www.kurashiru.com/> 

[6] 株式会社エブリー 「DELISH KITCHEN」<https://delishkitchen.tv/> 
 

 
[7] 辻本拓真(2017)「クックマ：一人暮らし学生を対象とした自炊支援システム」 

<http://web.wakayama-u.ac.jp/~yoshino/lab/research/tsujimoto_2017/> 

[8] Eelco van de Wiel(2010)「CookKig: a king of healthy, fun and social cooking」 

<https://dl.acm.org/doi/abs/10.1145/1971630.1971666> 

[9] ライフログテクノロジー株式会社「 Mission-健康寿命を太く、長くする」

<https://calomeal.com/> 

[10] FiNC Technologies 「カラダのすべてを、ひとつのアプリで。」 <https://finc.com/> 
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ポケモン goが運動の動機付けに成功したように、料理をゲーム化することによって動機付

けを行う 
 

2．ゲーム概要 
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3．ゲームのビジネス化 

 

市場規模を計算により擬似的に算出 

[11] 文部科学省 (2019)「学校基本調査-平成 30年度結果の概要-」

<https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/kihon/kekka/k_detail/1407849.htm> 

 

 
ビジネスモデル 2.0図鑑[12]に掲載されているフレームワークを利用 

ビジネスモデル図解ツールキット<https://note.mu/tck/n/nb76ac2c2a709>を利用して作成 

[12] 近藤哲朗 (2018) 『ビジネスモデル 2.0図鑑』 KADOKAWA  
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大学生ユーザーからの課金収入だけでは安定しないと考えた 

 

 

ユーザーからの課金ではなく，スーパーからの広告費を収益の主軸とする 
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4．システム設計と技術検証 

 

提携したスーパーに Bluetooth Beacon を設置することによって，ユーザーの来店情報を取得 

 

 
Python の web アプリケーションである django を利用して実装 
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[13] Kawano Yoshiyuki(2014)「UEC FOOD 100」<http://foodcam.mobi/dataset100.html>  
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撮影した料理写真から栄養素を取得し，モンスターが進化するまでを実装 

 
 

5．事業計画及び現状と目標 
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「鉄鋼副生成物とミドリムシを用いた地球環境問題解決プロジェクトの開発」

報告書 

～ 地球温暖化をミドリムシが救う！？ ～ 

 

Ⅰ．ＤＰ報告書 

 ◆テーマの主旨  

鉄鋼業は自動車･船舶･土木･建築など、様々な分野で必須となる鉄鋼材料を供給する基

幹産業のひとつであり、現代文明を支える基盤となっている。生産される鉄鋼材料は鉄

鉱石や石炭といった鉱物資源を主原料とし、石炭中の炭素によって鉄鉱石を還元して製

造する。このため二酸化炭素(CO2)が排出され、その量は国内における CO2排出量の約 16％

を占める[1][2]。CO2の排出は地球温暖化など地球環境への影響が懸念されるため、鉄鋼業

各社ともに CO2削減の取り組みを進めている[3]。 

また鉄鋼材料の製造時には副生成物として鋼滓(スラグ)が得られる。そのなかでも製

鋼工程で生成される転炉スラグには鉄(Fe)、カルシウム(Ca)、ケイ素(Si)に加え、資源

枯渇が懸念される有価元素であるリン(P)が含まれている。また転炉スラグが水と共存し

た場合、植物の生育に必要な二価鉄イオン(Fe2+)やリン酸イオン(PO4
3−)を溶出する。こ

れらの観点から、転炉スラグを肥料として活用する取り組みも多く進められている[4]。 

一方、身近な微細藻類として知られるミドリムシは、地球のエネルギー・物質収支に

大きな役割を果たしていることが知られており、地球温暖化や食糧問題等の地球環境問

題解決に向けた応用研究が盛んに行われている[5][6]。 

以上を踏まえ本プロジェクトでは、転炉スラグとミドリムシを用いたイノベーション

として、以下の手順で地球環境問題を解決するビジネスモデルの構築を試みる。第一に、

現代文明を支える鉄鋼業の具体的内容および地球環境問題との関わりを学び、鉄鋼製造

時の環境対策とその課題を明らかにする。第二にミドリムシの生態や観察方法、培養方

法を調査し、第三に転炉スラグとミドリムシを用いた地球環境問題の解決方案を多面的

に検討する。第四にそれを実証するための工学的実験を遂行し、その結果を学術的に考

察する。最後に、得られた実験結果を研究室レベルから地球環境レベルに拡張し、提案

した地球環境問題の解決方案をビジネスモデルへと昇華して、地球環境への貢献度を推

定する。 

これら一連の取り組みは日本の鉄鋼業を例として、製造業への関心と製造業を取り巻

く環境問題の理解、課題解決の創造力と提案力を涵養するものである。 

 

 ◆課題 

① 現在の地球環境ならびに CO2 が地球温暖化に与える影響を把握する。また将来発生

すると予測される具体的な課題を議論して、地球環境問題という大きな命題から具

体的な技術的課題を抽出する方法について理解を深める。 

② 鉄鋼製造プロセスならびに副生成物である転炉スラグ（以下スラグと称す）の生成
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過程を学習し、スラグ生成量や CO2発生量ならびに資源問題について理解を深める。 

③ スラグの組成や化学的特性および既に実用化されているスラグ活用事例を調査し、

スラグの効果的な利用方法を検討する。 

④ ミドリムシの培養方法や工業的活用事例を調査し、ミドリムシの培養技術で不足し

ている点を明らかにする。 

⑤ 産業、環境、エネルギー、食糧の相関関係や相互作用についてを議論し、系全体を

俯瞰することで解決すべき課題を設定して、具体的な実験方法と条件を決定する。 

⑥ 資機材や装置を準備のうえ実験を進め、得られた実験結果を分析し、次の実験に向

けて計画を見直すという PDCA を繰り返して、ミドリムシの培養に及ぼす各種因子の

影響を定量化する。 

⑦ 定量化されたミドリムシ培養の各種因子を踏まえて、スラグとミドリムシを用いた

地球環境問題に対するビジネスモデルを構築し、その実現性と地球環境への貢献度

を推定する。 

 

１．メンバー  

ＤＰ： 氏 名 和田 学 （日本製鉄株式会社）  

ＴＡ： 氏 名 金 スルチャン （材料デザイン工学専攻 Ｍ２） 

受講生： 氏 名 小竹 淳史 （物質プロセス工学専攻 Ｍ１） 

 氏 名 金子 和樹 （総合エネルギー工学専攻 Ｍ１） 

 氏 名 宮脇 渉平 （応用物理学専攻 Ｍ１） 

 
２．実験実施期間 

実験： ２０２０年４月１５日～７月２９日（全１５回） 

発表： ２０２０年８月５日 

 

３．サブテーマ 

地球温暖化をミドリムシが救う！？ 

 
４．プロセス 

１）実験背景の理解 

産業、エネルギー、地球環境や温暖化ガスについて個別に情報収集し、産業とエネルギー

生産・エネルギー消費・地球環境との相関関係について議論した。その後、議論の結果を纏

めることにより、多面的な視点から判断し、広範な領域から全体像を俯瞰することの重要性

を認識した。また、全体像のみならず細かな数値の意味やその根拠についても吟味する意義

を理解した。 

次に、ミドリムシ[7]～[12]と鉄鋼業やスラグの活用[13]～[15]についてより深く調査し、鉄鋼製

造プロセスやスラグ生成に関する基礎知見を修得し、鉄鋼材料やスラグの生成プロセスに対
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する理解をさらに深めた。 

これらの調査検討に基づき、産業と環境の関わりと課題、課題の要因、各要因の相対的関

係、各要因の影響の定量性などを整理し理解することで、取り組むべき問題と明確にすべき

工学的課題を議論した。 

 

２）実験目的の設定 

前述の調査ならびに検討結果から基幹産業の活動を縮小することなく環境課題を解決す

るためには、産業と温暖化ガス、エネルギーそして環境の相関関係を考える必要があること

が解った。そこで、これら関係に焦点を当てて解決方案をさらに考えることとした。環境問

題を解決するには温暖化ガスの削減が有効であることは良く知られているが、産業活動なら

びに産業に必要なエネルギーの生産には温暖化ガスの発生を伴う。そのため、産業とエネル

ギーの関係を直接制御する方法では温暖化ガスを削減することは難しいと考えた。 

そこで、産業から排出される温暖化ガスである CO2と鉄鋼業から副生成物として産出され

るスラグを用いてミドリムシを培養し、培養されたミドリムシを用いて CO2を効率良く吸収

することで CO2排出量を抑制できるのではないかと考えた。この方法の実現には安価で効率

良くミドリムシを培養することが求められるが、スラグを添加した培養液の適正条件は先行

技術を調査したものの十分な知見があるとは言えない。 

そこで、本プロジェクトではサブテーマを「地球温暖化をミドリムシが救う！？」として、

ミドリムシを効率よく培養するため、スラグを使用する場合の培養液の適正条件を実験的に

明らかにし、得られた結果からミドリムシによる CO2削減量と地球環境への効果を試算する

こととした。 

 

３）実験方法および実験条件の設定  

スラグは植物の生育に必要な Fe2+や PO43−を溶出するが、同時に Caも溶出して水と反応し、

生成された水酸化カルシウム(Ca(OH)2)が培養液をアルカリ化する[16]。ミドリムシの培養に

は弱酸性の培養液が適していることから[17][18]、スラグ添加による培養液のアルカリ化は好

ましくない。そこで[実験 1-1]として、スラグが培養液の pH 値に及ぼす影響を調査した。

具体的には、水溶液 300mlが入ったビーカーにスラグを 5.0g/L添加して、10分間の pH経

時変化を測定した。スラグの粒径は 32μm以下、75～300μm、1～4.75mmの 3条件とした。 

またスラグによる培養液のアルカリ化を何らかの方法で中和できれば、スラグのミドリム

シ培養に有益な効果を十分に引き出せる。そこで[実験 1-2]では培養液のアルカリ化を中和

する具体策として、安価で代表的な酸である塩酸を培養液に添加する方法と、弱酸でありミ

ドリムシの光合成にも用いられる CO2を培養液に通気する方法の 2通りを考案し、培養液に

おける pH値の経時変化を測定して、培養液の pH制御法としての優劣を比較検討した。28℃

の一定温度で保たれた遮光可能な恒温槽内に純水 300mlの入ったビーカーを 2個設置し、両

者ともミドリムシと粒径 75～300μmのスラグを5g/L添加して、ひとつは 2.0Mの塩酸 7.0mL

を注入、もうひとつは 0.2cm3/sの CO2を通気して、40分間の pH経時変化を測定した。また
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40 分経過後に培養液の吸光度を分光光度計（700～750nm）により測定して、ミドリムシの

濃度変化から培養効率を評価した。 

次に[実験 2-1.1]として、スラグや CO2通気の有無でミドリムシの培養効率がどのように

変化するかを調査した。水溶液にミドリムシとスラグを添加した上で CO2を通気して、7日

間にわたり培養した。この培養液から数日毎に少量のサンプルを採取し、吸光度を測定して、

その変化からミドリムシの培養効率を評価した。培養中は LED照明を用いて点灯 12時間と

消灯 12時間を交互に繰り返した。スラグ添加量は 5g/L、CO2通気量は 20g/日で固定した。 

また[実験 2-1.2]として、スラグ粒径がミドリムシの培養に及ぼす影響を調査した。スラ

グ量は 5g/Lで固定し、スラグ粒径を 32μm以下、75～300μm、1～4.75mmの 3条件として、

9日間のミドリムシ培養前後における水溶液の吸光度を比較した。培養液には 9日間で 70g

の CO2を通気した。 

さらに[実験 2-1.3]として、スラグ量がミドリムシの培養に及ぼす影響も調査した。スラ

グ粒径は 75～300μmで固定し、スラグ量を 0, 0.15, 1.5, 15gの 4条件として、5 日間の

ミドリムシ培養前後における水溶液の吸光度を比較した。培養液には 5 日間で 70g の CO2

を通気した。 

最後に[実験 2-2]として、ミドリムシの CO2吸収量を調査し、ミドリムシによる CO2削減

量と地球環境への効果の試算に用いることにした。初期吸光度を 1.4に調整したミドリムシ

を含む培養液ないし純水をビーカーに 300ml 入れ、CO2濃度を 4200ppm に調整した内容積

720cm3の容器内部に置き密閉して、CO2濃度の変化を 35 分間測定し比較した。 

上記各実験の詳細条件は次章のⅡ.成果報告書に示す。 

 

４）実験結果 

[実験 1-1]ではスラグの粒径が培養液の pH 値へ及ぼす影響を調査した。その結果、培養

液はスラグの粒径に依らず全てアルカリ化したが、pH 値の変化は粒径が小さいほど大きか

った。これは粒径が小さいほどスラグの表面積が大きくなり、スラグ表面近傍の Caが培養

液により多く溶出して、培養液をアルカリ化したためと考える。 

[実験 1-2]では培養液のアルカリ化を中和する方法を調査した。その結果、塩酸を添加し

た場合は pH値が添加直後に急減し、その後は微増を続けた。CO2を通気した場合は pH値が

漸減して pH6.5～7.0で安定した。吸光度は実験前後で両者ともに倍増したが、前者は培養

液が緑色から白色に変化し、ミドリムシが死滅した可能性がある。これは塩酸を添加した直

後に培養液の pHがミドリムシの生育範囲である pH5.0～7.5 を下回ったためと考える。この

ように塩酸を用いると培養液の pH値が著しく変化し、その制御は困難と考える。塩酸の濃

度や他の酸を用いることで改善できる可能性はあるが、今回の実験では CO2を通気する方法

が pHの制御に好ましいと判断する。 

[実験 2-1.1]ではスラグと CO2通気がミドリムシの培養効率に及ぼす影響を調査した。そ

の結果、スラグを添加し、かつ CO2を通気した条件が実験前後の吸光率の変化が最も大きく、

1週間で約 5倍の濃度となった。これはスラグ添加のみの条件に対して 2 倍以上の濃度であ
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り、培養液の pH制御によりミドリムシが効率良く培養されたものと考える。 

[実験 2-1.2]ではスラグ粒径がミドリムシの培養に及ぼす影響を調査した。その結果、ス

ラグ粒径が 75～300μmの場合に吸光度が最も増加し、ミドリムシを効率よく培養できたこ

とが分かった。これは今回の実験で採用した CO2通気量(9日間で 70g通気)がスラグ添加に

よる培養液の pH 値変化を適切に制御できた結果と考える。また CO2通気量を増加させ、か

つスラグ粒径をさらに小さくすることで、ミドリムシをさらに効率良く培養可能であると推

察する。なお本実験においては pH値の経時変化も同時に測定すべきであったが、長時間測

定可能な機器が無かった為に調査を断念した。今後改善の必要があると考える。 

[実験 2-1.3]では、スラグ量がミドリムシの培養に及ぼす影響を調査した。その結果、ス

ラグ量が 0.15gの場合に吸光度が最も増加し、ミドリムシを効率よく培養できた。この結果

も前述の実験 2-1.2と同様に、実験で採用した CO2通気量(5 日間で 70g通気)がスラグ添加

による培養液の pH値変化を適切に制御できた為と考える。CO2通気量とスラグ量の両者を増

加させることで、ミドリムシをさらに効率良く培養できるものと推察する。 

[実験 2-2]では、ミドリムシの CO2吸収量を調査した。その結果、吸光度 1.4の培養液 300ml

に含まれるミドリムシは 30分間で 40ppmの CO2を吸収することが分かった。この値は 20％

CO2環境下におけるミドリムシの 30分当たり CO2吸収量 0.04％よりも一桁小さいが、高 CO2

環境ほどミドリムシの培養効率が高く、CO2吸収量が多くなる傾向[19]を踏まえると、概ね妥

当な範囲と推察する。 

今後の実験にあたり、CO2通気量の細かな制御と、pH値における長時間経時変化の測定を

可能とすることで、ミドリムシの培養効率に及ぼす諸因子の影響をより詳細に検討できるも

のと考える。なお、実験結果の詳細は次章のⅡ.成果報告書に示す。 

 

５）地球環境への貢献度の推定 

 上記実験結果に基づき、スラグとミドリムシを用いたプロジェクトの地球環境へ貢献度を

推定した。具体的にはパリ協定における日本の中期目標[20]である「2030年までに温室効果

ガス排出量を吸収源活動で 3700万 ton削減する」ことに対する貢献度を計算した。今回の

実験結果によれば、吸光度 1.4のミドリムシを含む培養液 1000mlが 1年間に吸収可能な CO2

は 62.5gと計算された。これを東京ドーム 1個分の施設に拡張すると、培養液 124万 m3が 1

年間に吸収可能な CO2は 7.75万 tonとなり、2030年までに累計で 77.5万 tonの CO2を吸収

できるとの試算結果を得た。これはパリ協定に対して 2.1％の貢献度である。また CO2超過

削減量に対する CO2換算金額は 600円/ton(2020年 6月時点)であることから、本施設による

コストメリットは 4.65億円と見積もることができる。 

しかし、この規模のミドリムシを一括で購入する場合は 3720億円、ミドリムシを従来の

方法で 1ヶ月間培養する場合は初期投資 612億円となり、コストメリットを大幅に上回るた

めにビジネスモデルとして現実的ではない。 

ここで実験により明らかとなった高効率なミドリムシの培養方法、すなわちスラグと CO2

通気によりミドリムシの培養効率を 1週間当たり約 5倍にできる点を考慮し、これをビジネ
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スモデルに拡張した。その結果、従来の方法と比較して 1ヶ月当たりの培養効率は 562 倍と

なり、初期投資は 6.62億円と試算されコストメリットとほぼ均衡する。よって、今回の実

験で実証した高効率なミドリムシ培養方法は現実的なビジネスモデルに昇華可能と考える。 

 

５．まとめ 

本プロジェクトでは、ミドリムシの培養に及ぼす諸因子の影響を調査し、スラグ添加によ

る培養液の pH 変化とその制御に関する具体的方法を明らかにした。またミドリムシの CO2

吸収量を実測し、これを地球環境レベルへと拡張して、スラグとミドリムシを用いた地球環

境問題の解決プロジェクトがビジネスモデルとして成立する見込みがあることを考察した。 

 本プロジェクトではミドリムシといったミクロかつ生物学的視野から産業・エネルギーと

いった工学的視野、そして地球環境といったマクロかつ気象学的視野までを分野横断的に検

討対象としたが、これにより様々な学問分野からの視点で問題を解析し、総合力と創造力に

より解決方法を見出すことの重要性を認識する事ができた。さらに、見出された解決方法を

工学的な実験と定量的な解析により検証することができたと考える。 

最後に本実験の遂行にあたり、名古屋大学教授 市野良一先生ならびに髙見誠一先生には

深甚なるご指導を賜りました。さらに実験場所と装置の提供や使用方法のご教示にあたり、

市野研究室の皆様にも多大なご協力をいただきました。記して謝意を表します。 
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Ⅱ．成果報告書（ＴＡ報告書） 
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「デザイン思考による企画開発プロジェクトの実践」 報告書 

～ 身の回りの気づきを“リ・デザイン”してみる ～ 

 

Ⅰ．ＤＰ報告書  

 ◆テーマの主旨  

本実験では、デザイン思考による「身の回りの気づきをリ・デザインしてみる」をテ

ーマに、創造力で新しい価値を生み出すとは「どういうことなのか」を学ぶゼミです。

普段利用しているモノや、何気なく見過ごしているコトなどに目を向け、そこにデザイ

ンの力によって新しいアイデアを創出します。リ・デザインの目的とは、従来のモノに

付加価値を加えることではなく、モノやコトの本質を捉え、そこから気づきを見つけ、

アイデアによって新しい使い方などのユーザベネフィットを創案することです。本学生

には、自ら課題を見つけ出し、その解決策を考案し、それを企画書としてまとめるまで

が課題です。ビジネスにおけるより実践的な体験を狙いとしています。 

 

 ◆課題 

本課題では、普段工学部の学生が経験することのない、デザイン思考による新しい商

品企画を体験します。ビジネスにおいては様々な企画が立案され、日々稟議されていま

す。そこで自らの企画を実現させるためには、その内容はもとより、それを人に分かり

やすく伝える技術が必要となります。 このテーマにおいては、まずモノやコトの本質を

捉える洞察力と、そこから課題を抽出し解決策を創案する考える力、そして相手の立場

に立ってモノを伝えるコミュニケーション力の習得を実践します。 

 

１．メンバー  

ＤＰ： 吉田 佳史 （株式会社デンソー）  

ＴＡ： 辻岡 義康 （土木工学専攻・M２） 

受講生： 全 旭東 （機械システム工学専攻・M１） 

 角田 健輔 （電気電子情報工学専攻・B４） 

 岡本 航 （応用物理学専攻・Ｍ１） 

 山田 貴弘 （応用物理学専攻・Ｍ１）  

 
２．実施期間 

実験：２０２０年４月１５日～７月２９日（全１６回） 

発表：２０２０年８月５日 

 

３．サブテーマ 

身の回りの気づきを“リ・デザイン”してみる 
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４．実験プロセス 

以下に授業で使用した私の考え、「アイデアの起点」の解説に基づいて説明します。 

 

１） 課題の抽出 

・普段の学生生活の中から、気になることや気づきを見つけアイデアを抽出 

① それは本当に喜んでもらえるものなの？ 

それを使う人やそれを見る人がどのようにして喜んでくれるのか、を考えシーンを想

像する。またその嬉しさの内容についてもよく考えてみる。 

心がなごむのか、感謝するのか、楽しいのか、嬉しいのか、使いたくなるのか、見た

くなるのか、参加したくなるのか、など人の心の琴線に触れるアイデアになっている

のか？ を常に自問自答する。 

発想法としては、イメージをビジュアル化（絵や写真で表す）することでアイデアが

分かり易くなり、議論が深まり練り直しができる。 

 

２） テーマの選定 

・利用する人の立場に立って、ユーザベネフィットのあるアイデアに作り上げる 

② だれがいつどのように使うの？ 

使って欲しい人のシーンを想像することで、アイデアが頭の中でビジュアル化されま

す。そのビジュアルを繰り返し想像すると、次に使う人の気持ちが見えてきます。そ

れこそが本当のベネフィットです。 

新しいアイデアとは難しいことではありません。普段から感じていることの中に、そ

のヒントはあります。人はそれに気づいていないだけです。 

 

３） アイデア展開 

・アイデアを繰り返し練って、実現の可能性まで含めて検討する。 

③ だれが創るの？本当にできるの？ 

誰がそれを制作し、どのようにすれば実現できるのかを、アイデアを想像しながら常

に考える。実現の方策が大切であり、しいてはそれがアイデアそのものでもある。そ

れを使う人の気持ちに寄り添い、どのようにすると人の心をつかむことが出来るのか、

それらすべてを含めて企画と呼びます。 

 

④ 新しいものなの？ 

人の物まねから新しさを感じることはありません。しかし物まねをしている間に新し

いベネフィットに気づくことはあります。無から考える必要はありません。今あるも

のの中にアイデアのヒントは必ずあります。リ・デザインはそれに気づくことです。 

新しさにこだわるのではなく、ユーザベネフィットにこだわってください。 

でも新しさを捨ててはいけません、最も大切です。 
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４） 企画書 

・無駄を割き、シンプルに分かりやすい言葉で伝える。 

⑤ そのものがたりを聞かせてください 

アイデアにストーリーを加える。ものがたりにすることで、アイデアを分かり易く伝

えるヒントや、アイデアそのものの可能性が見えてきます。ものがたりの中に、伝え

たいメッセージや人の心を動かすことばが生まれてきます。 

人はものがたりに惹かれます。自分だけのものがたりを聞かせてください。 

 

５．まとめと所感 

コロナ禍もあり、現場をみてアイデアのヒントを見つけるインプット作業が出来なか

ったが、その分考える時間が増えたので、結果として満足できる作業を学生が進めて

くれた。特に前半は部屋から出ることもままならない中、集中力を保ち、毎週の宿題

にも対応し成果に結びつけた学生を高く評価したい。今回は身の回りで課題を見つけ

られるテーマとし、且つオンラインに適した作業の選択ということで、ネットを活用

したアイデアに集中した。その中で各自がそれぞれの個性を活かし、課題であるリ・

デザインの目的を理解して、新しい企画の創案を実現できている。日々の努力を惜し

まず、実直に課題に取り組む姿勢が成果に結びついたといえる。また課題選出からア

イデア創出までを何度も繰り返したことで、各自のアイデアにはオリジナリティとユ

ーザベネフィットが生まれている。 

今回はフットワークを生かしたインプット作業が行えなかったのは残念であるが、

日々の暮らしの中からヒントを見つけ、モノやコトを見つめる洞察力や、人の想いの

本質について考える力、そして独創性という発想のスキルを学んでくれたと感じてい

る。受講生が今回の経験を通して、将来のビジネス社会に入った時、少しでも役に立

つことがあったなら、この実験は成功といえる。 

  



 107 

Ⅱ．成果報告書（ＴＡ報告書） 

 
 

本グループでは、日常生活のリ・デザインを行うという目標の下、学生 4 名がそれぞ

れ企画チャートを作成し、最終発表にて各々が自身の企画のプレゼンを行った。それ

ぞれが日常生活からリ・デザインの種を見つけ出し、班員とのディスカッションを通

じコンセプト、実施例をわかりやすくまとめ、聴講者からの共感を得られるよう何度

もアイディアの推敲を重ねた。各人の企画チャートを次ページ以降に掲載する。 
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1．岡本航「まなぶっく」 
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2．全旭東「君の地図」 
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3．山田貴弘「花びら Letter」 
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4．角田健輔「コレカラ」 
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2020 年 9月 

 

2020 年度 イノベーション体験プロジェクト アンケート結果 

創造工学センターＣＰ  渡邉 澂雄 
 

 成果発表会終了後、受講生（23名）とＴＡ（６名）にそれぞれアンケートを行い、全て回答を得た。

総じて例年と同様に肯定的な内容であり、従来からのイノベーション体験プロジェクト（昨年度まで

の名称は、高度総合工学創造実験）の推進と運営の考え方が支持されたと考えられる。初めて採用し

た遠隔方式についても、概ねうまくできたとされた。例年は数名しかいなかった「将来，TAをやって

みたい」受講生が 10名となり、次期ＴＡ募集の参考としたい。主な結果を以下に記す。 

 

受講生のアンケート結果 

【遠隔授業でうまく活動できたと思うか】の問いに対して、「うまくいった。」（12 名、52%）が

最も多く、「まあまあうまくいった。」（10 名、44%）、「あまりうまくいかなかった。」（1 名、

4%）がそれに続いた。 

【遠隔授業の機材や設備としてセンターに必要だと思うものは何か】の問いに対して、「マイク、

カメラ」などの要望があった。 

【中間報告会・成果発表会が遠隔方式で行われたが，どう感じたか】の問いに対して、「遠隔で

も満足できる発表会だった。」（16 名、70%）が最も多く、「遠隔ではうまくいかなかった。」（4

名、17%）、「どちらともいえない」（3名、１３％）がそれに続いた。 

【この授業を履修した動機（複数選択可）】を選択する問いに対して、「ガイダンスやテーマ説

明会でプロジェクトの内容に興味を持った。」（17 名、74%）が最も多く、「企業から来られる

先生の指導を受けてみたかった。」（12 名、52%）、「４単位取得できるから」（4 名、１７％）、

「友達や先輩から聞いて」（3名、１３％）がそれに続いた。 

【チーム編成についてどう感じたか（複数選択可）】の問いに対して、「他の専攻の学生と一緒

に活動し、彼らから大いに学ぶところがあり有益であった。」（21 名、91%）が最も多く、「他

の専攻の学生と一緒に活動した時、自専攻でこれまでに学んだことを活かすことができた。」

（6名、26%）、「自専攻でこれまで学んだことを活かすことができなかった」（1名、4%）、「そ

の他」（2名、9%）がそれに続いた。 

【テーマについて（複数選択可）】の問いに対して、「テーマが大変興味深かった。」（20名、

87%）が最も多く、「サブテーマの設定を任された点が有意義であった。」（6名、26%）がそ

れに続いた。 

【企業技術者である先生の指導を受けてどう感じたか】の問いに対して、「プロジェクト・テ

ーマを総合的にとらえるための指導を受け有益であった。」（20名、87%）が最も多く、「大学

の先生から受ける指導方法と違うので刺激的だった。」（18名、78%）、「経済的な視点からプ

ロジェクトの意義を検討できたことが有益であった。」（15名、65%）、「企業技術者による発

明や発見の手法を学ぶことができた。」（15名、65%）がそれに続いた。 

【イノベーション体験プロジェクトの中間報告会についてどう感じたか（複数選択可）】の問

いに対して、「他のチームの活動がわかり、興味深かった。」（19名、83%）が最も多く、「中

間報告会はあった方がよい。」（16名、70%）、「発表準備をすることにより、自分のチームの

目標がはっきりした。」（13名、57%）、「他のチームや先生等から有益なコメントが得られ

た．」（10名、43%）がそれに続いた。 
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【イノベーション体験プロジェクトの今後の履修をどのようにしたらよいか（複数選択可）】

の問いに対して、「博士前期課程の選択科目とする価値がある。（従来通り）」（16名、70%）

が最も多く、「他研究科・他学部からの参加者を増やした方がよい。」（14名、61%）、「工学部

４年生の選択科目とする価値がある。（従来通り）」（13名、57%）、「いろいろな学年が混ざっ

ているのがよい。」（8名、35%）、「工学研究科博士前期課程の必修科目とする価値がある。」

（5名、22%）がそれに続いた。 

【イノベーション体験プロジェクトの総合的な感想（複数選択可）】の問いに対して、「全体として

よい経験になった。」（22名、96%）が最も多く、「後輩に勧めたい。」（14名、61%）、「将来，TAを

やってみたい。」（10名、44%）がそれに続いた。 

【創造工学センターの施設利用（複数選択可）】に関する問いに対して、「創造工学センターの

施設は使いやすかった。」（17名、74%）が最も多く、「創造工学センターは機材が充実してい

た。」（8名、35%）がそれに続いたが、全て遠隔で実施したチームもあり、「利用しなかった

のでわからない。」というコメントもあった。 

【イノベーション体験プロジェクト受講者募集に際しての効果的な周知方法（複数選択可）】

に関する問いに対して、「研究室の指導教員から間接的に伝える。」などの意見があった。 

 

ＴＡのアンケート結果 

【遠隔授業でうまく活動できたと思うか】の問いに対して、「まあまあうまくいった。」（4 名、

66%）が最も多く、「うまくいった。」（1名、17%）、「あまりうまくいかなかった。」（1名、17%）

がそれに続いた。 

【遠隔授業の機材や設備としてセンターに必要だと思うものは何か】の問いに対して、「イヤホ

ン」、「タブレットと専用ペン。手書きの方が伝えやすい情報などが PCとマウスでは伝え難か

ったため」、「イラストレーター等の資料作成ソフト」などの要望があった。 

【中間報告会・成果発表会が遠隔方式で行われたが，どう感じたか】の問いに対して、「遠隔で

も満足できる発表会だった。」（4名、67%）が最も多く、「どちらともいえない。」（2名、33％）

と続いた。 

【TA に応募した動機（複数選択）】の問いに対して、「過去に受講して TA をやる気になった。」

（6名、100%）が最も多く、「プロジェクトの内容に興味をもった。」（3名、50%）、「企業から

来られる先生の TA を経験してみたかった。」(2 名、33%)と続いた。 

【企業からの先生の TA をした感想（複数選択）】では、「プロジェクト・テーマを総合的に捉え

るための指導が有益であった。」（5 名、83%）および「企業技術者による発明や発見の手法を

学ぶことができた。」（5名、83%）が最も多く、「経済的な視点から活動の意義を検討できたこ

とは有益であった。」（3名、50%）および「大学の先生の指導方法と違うので、刺激的だった。」

（3名、50%）がこれに続いた。 

【TA業務の感想（複数選択可）】の問いに対して、「全体としてよい経験になった。」（6名、100%）が

最も多く、「DP や受講生の支援がうまくできた。」（5 名、83%）、「後輩に勧めたい。」（3 名、50%）

がこれに続いた。 

【創造工学センターの施設利用の感想（複数選択可）】の問いに対して、「創造工学センターの施

設は使いやすかった。」（4名、67%）が最も多く、「創造工学センターは機材が充実していた。」

（1名、17%）、「創造工学センターは機材が不足していた。」（1名、17%）、「創造工学センター

の施設を利用しなかった。」（1名、17%）がこれに続いた。 

以 上 



2020年度イノベーション体験プロジェクト
アンケート結果

2020年8月

Aチーム 伊藤正也DP（⽇本特殊陶業） ⽚岡和樹TA（物質ﾌﾟﾛｾｽM2） 受講⽣４名
Bチーム 北野哲司DP（東邦ガス） 伊神拓⾺TA（機械ｼｽﾃﾑM2） 受講⽣４名
Cチーム 櫻場⼀郎DP（中部電⼒） 杉本賢哉TA（機械ｼｽﾃﾑM2） 受講⽣３名
Dチーム ⽩井良成DP（ＮＴＴ） 中原拓哉TA（情.知能ｼｽﾃﾑM2） 受講⽣５名
Eチーム 和⽥ 学DP（⽇本製鉄） ⾦ｽﾙﾁｬﾝTA（材料ﾃﾞｻﾞｲﾝM2） 受講⽣３名
Fチーム 吉⽥佳史DP（デンソー） 辻岡義康TA（⼟⽊M2） 受講⽣４名

受講⽣およびTA全員からアンケート回収

1

【受講生】

2
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【うまくいったと思う理由】
1. 学生全員が積極的であったことから、オンラインでもしっかりと
議論を進めることができたため。また、伊藤DPや片岡TAが議論
が進まなくなったときに、適切なアドバイスをしていただけたた
め。

2. オンラインで作業を分担するためのツールを積極的に利用し、有
効活用できていたから。

3. 意見の共有をオンライン上で行い、議論できた。
4. オンラインでもよく議論ができ、有意義であったと感じたため。
5. 遠隔授業でもコミュニケーションをうまくとりながら授業を進め
ることができた。

6. 前半、座学形式での学習を各々が行えた。
7. 全て遠隔で講義を行なったが、納得する成果が挙げられ、発表で
きたから。

8. 白井DPのチームのまとめ方が良かった。
9. 各々が役割を自覚することで、円滑に話し合いができたのではな
いか。スライド作成では、スライドを共有しつつ修正したい箇所
を討論できたため、特に不自由は感じなかった。

10.製作の幅を広げることができたから。
11.会わなくてもできる課題だったからです。

【まあまあうまくいったと思う理由】
1. 遠隔授業を行なっていたのが主には話し合いの時期だったの
で、特に問題がなかったと思います。

2. 遠隔での作業に慣れていなかったため、対面より作業効率が
悪くなり、後半では作業時間が足りなくなった。

3. 遠隔授業を行った中間発表前までは議論が中心だったため、
特に問題はなかったように思う。

4. 議論の段階は遠隔授業でうまくいった。幸いに実験の段階は
対面で授業を行った。今学期あまり影響を与えなかった。

5. 遠隔の授業では同時に発言することが難しい点から、話し合
いの進展が遅く感じる部分があったため

6. いろんなツールを使ってうまく議論を進められたと思う。
7. やらなければいけないことは全て終えることができたため
8. 中間報告までは完全に遠隔でもきちんと考えを共有できた。
通信エラーが多少あった。

9. 元々、遠隔でもできるような授業だったので、授業の内容に
支障はなかった。ただ、話し辛さやインターネットのトラブ
ルもあった。

【あまりうまくいかなかったと思う理由】
1. 実験主体のテーマだったため

１．遠隔授業についてお尋ねします。あなたのチームは遠隔授業でうまく活動できたと思いますか。
23件の回答

3

1. 大人数が同時に使用しても障害のない快適なネット環境だと思います。
2. IB館のWifiが少し通信が遅いように感じることがあったため、通信速度が上がるような工夫をし
ていただけると助かります。

3. マイク，カメラ
4. Zoom
5. 機材としては特にないが、Teams上で回線が落ちてしまったり、操作が重かったのが改善される
といいと思う。

6. 遠隔で共有できるホワイトボードのようなもの。
7. 今回創造工学センターを利用しなかったため新たに必要となる機材や設備は思いつかない。
8. 特にない。

２．遠隔授業の機材や設備として、創造工学センターに必要だと思うものはなんですか。
14件の回答

4
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【満足できたと思う理由】
1. 通信の問題は何度かありましたが、質問がしやすい環境でした。
2. 遠隔だからこそ、お互いに集中してスライドや発表を聞くことができたと
思う。

3. デモを実際に見せることができない点以外は、現地で行うのと質としては
変わらなかったと感じたため。また、質問は遠隔方式の方がしやすかった
ため。

4. 中間発表での反省点を踏まえ成果発表会では上手く発表できていたから
5. 遠隔でも聞き取りやすく内容を理解できたから。
6. どのチームも完成度が高く興味を持ちながら聞くことができた。
7. スライドがはっきり見えて集中できた。
8. 対面の時との差はあまりないと感じたため。
9. 特に不自由は感じなかった。普通にできた。
10.遠隔発表でもプレゼンの内容を伝えることが可能であったため。質問者が
全員質問できない状況が多々あったので、質疑応答の時間がもう少し長く
ても良いのではないかと感じた。

11.他のグループの人たちと質疑応答がうまくできていたから。
12.対面に比べ緊張がしにくかった。

【うまくいかなかったと思う理由】
1. スライドの共有で手こずってしまったため。全
体に対して申し訳なく思っています。

2. 事前に画面の共有ができることを確認していな
かったため，スタートに時間がかかってしまっ
たから。

3. 操作があまり上手ではない。発表する時だた自
分がパソコンに向かって話していたと感じた。

4. 自分達のグループは写真が多くファイルが重た
いため、パソコンが重くなり、映像を映しなが
らpptを操作するのに不自由があったため。

【どちらとも言えないと思う理由】
1. Teamsを使用して行うことによりパワポを共有
するなどの点で戸惑うことがあったから。

2. 画面共有のミスがあったため、それがなくなれ
ばよりスムーズな議論ができたと思います。

3. どうしても、オンラインでの発表会は、臨場感
に欠けると思いました。ただ、今年はしょうが
ないことだと思います。

5

(1) ガイダンスやテーマ説明会でプロ
ジェクトの内容に興味をもった

(2) 企業から来られる先生の指導を受
けてみたかった

(3) 研究室の指導教員に勧められた

(4) ４単位取得できるから

(5) 友達や先輩から聞いて

(6) ウェブサイトを見て

その他

４．この授業を履修した動機について、該当するものを選んでください。（複数選択可）
23件の回答

6

その他．．．
・学内で数少ないワーク型の授業なので体験してみたかった、友達ができると思った。
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0 5 10 15 20 25

(1) 他の専攻の学生と一緒に活動し、彼らから大いに学ぶところがあり、大変有益であった

(2) 他の専攻の学生と一緒に活動したとき、自専攻でこれまでに学んだことを生かすことができ

た

(3) 異なる専攻の学生が一緒に活動したので，突っ込んだ行動ができなかった

(4）自専攻でこれまでに学んだことを生かすことができなかった

その他

５．この授業のチーム編成についてどう感じましたか． (複数選択可)

0 (0%)

1 (4.3%)

2 (8.6%)

(1) 他の専攻の学生と一緒に活動し、彼らから大い
に学ぶところがあり有益であった

(2) 他の専攻の学生と一緒に活動した時、自専攻で
これまでに学んだことを活かすことができた

(3) 異なる専攻の学生が一緒に活動したので、突っ
込んだ行動ができなかった

(4) 自専攻でこれまで学んだことを活かすことがで
きなかった

その他

21 (91.3%)

6 (26.1%)

５．この授業のチーム編成についてどう感じましたか。（複数選択可）
23件の回答

その他．．．
• たまたま知り合いが何人かいてやりやすかった半面、もっと他専攻の人とも関わりたいと思った。
• 専攻の違いにはあまりメリットらしいものを感じませんでしたが、一人一人考え方や理念が違う人
の集まりなので、様々な考え方に触れられて人生勉強になりました。

7

(1) テーマが大変興味深かった

(2) 期待した内容と違っていて、興味がわかな
かった

(3) サブテーマの設定を任された点が有意義で
あった

(4) サブテーマの設定を任されて大変であった

６．テーマについてご回答ください。（複数選択可）
23件の回答

8
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７．企業技術者である先生の指導を受けてどう感じましたか。（複数選択可）
23件の回答

(1)プロジェクトテーマを総合的にとらえるた
めの指導を受け有益であった

(2)経済的な視点からプロジェクトの意義を検
討できたことが有益であった

(3)企業技術者による発明や発見の手法を学ぶ
ことができた

(4)大学の先生から受ける指導方法と違うので
刺激的だった

(5)大学の先生から受ける指導方法と違うので
戸惑った

9

８．イノベーション体験プロジェクトの中間報告会についてどう感じましたか。（複数選択可）
23件の回答

(1) 他のチームの活動がわかり、興味深かった
(2) 他のチームの進捗状況が分かり，活動計画の
参考になった

(3) 発表準備をすることにより、自分のチームの
目標がはっきりした

(4) 他のチームとの交流のきっかけになった
(5) 成果発表の参考になった
(6) 他のチームや先生から有益なコメントが得ら
れた

(7) 中間報告会はあった方がよい
(8) 中間報告会はない方がよい

10
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

(1) 工学研究科博士前期課程の必修科目とする価値がある

(2) 博士前期課程の選択科目とする価値がある（従来通り）

(3) 工学部４年生の選択科目とする価値がある（従来通り）

(4) いろいろな学年が混ざっているのがよい

(5) 学年は混ざっていない方がよい

(6) 他研究科・他学部からの参加者を増やした方がよい

(7) 他研究科・他学部からの参加者はいない方が良い

その他

９．イノベーション体験プロジェクトの今後の履修をどのようにしたらよいか、参考意見を
お聞かせください。（複数選択可）
23件の回答

5 (21.7%)

16 (69.6%)

13 (56.5%)

8 (34.8%)

3 (13%)

14 (60.9%)

0 (0%)

2 (8.6%)

その他．．．
• 4年生の時、知らなかったのでもっと広く宣伝した方がいいと思います。4年生のうちに大学院の単位を
修得できるのは嬉しいと思います。

• おそらく現状、情報学研究科から参加する単位的なメリットがほぼ存在しないため、他研究科からの参
加を増やすことを考えるときはこの辺りに考慮が必要だと感じた。

11

その他．．．
• 時間は多く取られましたが，楽しかったです。

0 5 10 15 20 25

(1) 全体としてよい経験になった

(2) 後輩に勧めたい

(3) 将来，TAをやってみたい

(4) 満足な成果を出すには時間が足らなかった

(5) 時間を取られ過ぎて自身の研究に差し障りがあった

その他

2 (8.7%)

1 (4.3%)

10 (43.5%)

14 (60.9%)

2 (8.7%)

10．イノベーション体験プロジェクトの総合的な感想を伺います。（複数選択可）
23件の回答

22 (95.7%)

12
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その他．．．
• 利用しなかったのでわからない。

1１．創造工学センターの施設利用について、該当するものを選んでください。（複数選択可）
23件の回答

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

(1) 創造工学センターの施設は使いやすかった

(2) 創造工学センターの利用は不便だった

(3) 創造工学センターは機材が充実していた

(4) 創造工学センターの機材では不十分であった

その他

17 (73.9%)

5 (21.7%)

1 (4.3%)

8 (34.8%)

0 (0%)

13

• NUCT上での告知や、メール配信による案内。
• 新年度のガイダンスで募集要項を配布する。
• 昨年参加者の受けてみた感想などがあると、より受講する際にイメージが湧くと思います。最初、どんなこ
とをやるのか、よくわかっていませんでした。

• 私は研究科の掲示板にてこの科目を知ったのですが、コロナの関係で情報を得る機会が減ると考えられるの
で、NUCTなど学生が頻繁に見るものに、広告として表示することがよいと考えました。

• 十分に周知されていると感じた。
• 研究室の指導教員から間接的に伝える。
• ホームページの情報が少ない印象でした。もう少し充実させるといいかもしれません。

1２．イノベーション体験プロジェクト受講者募集に当たり，次の方法で事前周知に努めています
・各専攻事務室への周知・大学院入学案内に募集要項同封・新学年ガイダンスでのPRビデオ放映・
研究インターンシップとの合同ガイダンス
これ以外に，効果的な周知方法等についてご意見があればお聞かせください
7件の回答

14
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【ＴＡ】

15

100%

【あまりうまくいかなかったと思う理由】
1. プロジェクトのテーマが実験ができないと進めにくいからです。

１．遠隔授業についてお尋ねします。あなたのチームは遠隔授業でうまく活動できたと思いますか。
6件の回答

【まあまあうまくいったと思う理由】
1. 基本的には役割分担して各自わからない部分を相談しながら進めることができましたが、オンラインで
の対話だと議論の盛り上がりに欠ける部分があって、もしかしたらもっといいものが出来たんじゃない
かなと思う部分があります。

2. 遠隔でも皆興味をもって講義に取り組んでくれていたと思う。対面可能になるのがもう少し早ければ見
学箇所なども増えたり、経験の場が増えていたと思うのでそこだけ残念でした。

3. サブテーマを決める際に遠隔授業で行ったが、板書等がなくなかなか意見がまとまらなかった。時間が
かかったが最終的には決めることが出来たので良かったと感じる。

4. 発生したのがTeamsの操作の問題のみだったから。

【うまくいったと思う理由】
1. 受講生が活発に議論できたから。

16
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1. タブレットと専用ペン。（手書きの方が伝えやすい情報などがPCとマウスでは伝え難かったため）
2. イヤホン。
3. イラストレーター等の資料作成ソフト。
4. 特になし。
5. 特にありませんでした。

２．遠隔授業の機材や設備として、創造工学センターに必要だと思うものはなんですか。
5件の回答

17

【満足できたと思う理由】
1. 事前にしっかりオンラインでのリハーサルを行っていたので、十分満足できる発表ができたと思いま
す。デモに関しても、オンラインであることを考慮して工夫して行えました。

2. チームメンバーは同じ場所で発表できたから。
3. スムーズに発表を聞くことができ、またどのチームも去年と遜色ない発表内容で面白かったから。
4. 特に不自由を感じなかったから。

【どちらとも言えないと思う理由】
1. 大きな問題はありませんでしたが、teamsの不具合で発表者のPC以外のパソコンではスライドショー
が表示されなかったりしたからです。

2. 資料や声は聞き取りやすかったが、デモやプロトタイプを披露する場がなかったのは残念。
18
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４．この授業のTAに応募した動機について、該当するものを選んでください。（複数回答可）
6件の回答

(1) プロジェクトの内容に興味をもった

(2) 企業から来られる先生のTAを経験して
みたかった

(3) 指導教員に勧められた

(4) 過去に受講してTAをやる気になった

(5) 友達や先輩から聞いて

(6) ポスター・チラシ・ウェブサイトを見て

19

５．企業からの先生のTAをした感想をお聞かせください。（複数回答可）
6件の回答

(1)プロジェクトテーマを総合的に捉え
るための指導が有益であった

(2)経済的な視点から活動の意義を検討
できたことは有益であった

(3)企業技術者による発明や発見の手法
を学ぶことができた

(4)大学の先生の指導方法と違うので、
刺激的だった

(5)大学の先生の指導方法と違うので、
戸惑った

20
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６．イノベーション体験プロジェクトのTA業務はいかがでしたか。（複数回答可）
6件の回答

(1) DPや受講生の支援がうまくで
きた

(2) DPや受講生の支援がうまくで
きなかった

(3) 全体としてよい経験になった

(4) 後輩に勧めたい

(5) 時間を取られ、本来の研究に
差し障りがあった

21

７．創造工学センターの施設利用について、該当するものを選んでください。（複数回答可）
6件の回答

0 1 2 3 4 5

1

2

3

4

5

4 (66.7%)

1 (16.7%)

1 (16.7%)

1 (16.7%)

0 (0%)

(1) 創造工学センターの施設は使
いやすかった

(2) 創造工学センターの利用は不
便だった

(3) 創造工学センターは機材が充
実していた

(4) 創造工学センターの機材では
不十分だった

その他

その他．．．
• 利用しなかった。（全て遠隔だったため）

22

132



1. 実際の業務に近い視点での活動を経験できるのでとても有意義だったと思います。
2. 博士前期課程のTAにもティーチングスキルとして単位をいただければ嬉しく思います。。
3. 今年から4単位になるということで、受講する生徒も増えてくると思うので、これからより活発な
活動になることを期待しています。

4. 今年のようなことがあっても、遠隔授業で進められるテーマがもっとあるといいと思います。
5. 1年を通しての授業だと、負担は大きいが、より良いものができたと思う、という意見が多かった。
6. 非常に有益で楽しかったです。

８．イノベーション体験プロジェクトについて、TA業務に関わらず、意見、感想等あれば
書いてください。遠隔授業についての意見も歓迎します。
６件の回答

23

• インターンシップに近い経験が出来るかと思うので、その点を伝えると良いかなと思います。就活でも話す
ことができるのでその利点を伝えると希望者が増えるかなと思います。

• 工学部以外も一緒に出来ればさらに面白いと思う。

９．イノベーション体験プロジェクト受講者募集に当たり，次の方法で事前周知に努めています
・各専攻事務室への周知・大学院入学案内に募集要項同封・新学年ガイダンスでのPRビデオ放映・
研究インターンシップとの合同ガイダンス
これ以外に，効果的な周知方法等についてご意見があればお聞かせください
２件の回答

24
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資料  2020 年度イノベーション体㦂プロジェクト 実施㛵係⪅ 

 

テーマ別担当教員・協力教員 

Directing Professor 大学側担当教員・協力教員 

氏名 所属 氏名 所属 

伊⸨ 正也 
㸦⥅⥆㸧 

日本特殊㝡業株式会♫ 
担当教員 

⳥⏣ 浩一 
 

応⏝物㉁化学専攻 教授 

北㔝 哲司 
㸦⥅⥆㸧 

東㑥ガス株式会♫ 
担当教員 

⯓▼ 和㞝 
 

土木工学専攻 教授 

櫻場 一㑻 
㸦新つ㸧 

中㒊㟁力株式会♫ 
担当教員 

㛗㷂 正㞝 
 

エネルギー理工学専攻 教授 

ⓑ井 Ⰻ成 
㸦⥅⥆㸧 

日本㟁信㟁ヰ株式会♫ 
担当教員 

横水 康伸 

 

㟁気工学専攻 教授 

和⏣ 学 
㸦新つ㸧 

日本〇㕲株式会♫ 

担当教員 

㧗ぢ ㄔ一 
 

物㉁プロセス工学専攻 教授 

協力教員 

市㔝 Ⰻ一 
 

化学システム工学専攻 教授 

吉⏣ 佳史 
㸦⥅⥆㸧 

株式会♫デンソー 
担当教員 

㛗㇂川 泰久 
 

㺭㺐㺖㺹㺃㺣㺧機械理工学専攻 教授 

 

創㐀工学センター㐠営委員会 

委員㛗 センター㛗 井上 剛志 機械システム工学専攻 教授 

副委員㛗 教務委員㛗・副◊✲⛉㛗 生⏣ 博志 物㉁⛉学専攻 教授 

委員 大学㝔教⫱㒊会㛗 㕥木 㐩也 機械システム工学専攻 教授 

全学技⾡センター実㦂実⩦工場㛗  

♫本 ⱥ二  
⯟✵宇宙工学専攻 教授 

⨨㛤Ⓨ技⾡⣔㛗 山本 浩治  工学技⾡㒊 

オブザーバ 㺐㺧㺫㺼㺎㺚㺌㺻体㦂㺪㺽㺹㺚㺼㺈㺖㺢・◊✲㺐㺻㺞㺎㺻㺚㺍㺪㺽

Coordinating Professor 渡㑓 澂㞝  

創㐀工学センター 客員教授 

 

創㐀工学センター㐠営スタッフ 

事務員 加⸨ 智子 

事務⿵佐員 塩㇂ ┤⨾ 
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